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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像データの種別を判別する判別手段を備えた画像処理装置において、
　前記判別手段は、前記画像データから面積階調画素領域についての特徴量を抽出する特
徴量抽出部と、
　前記特徴量についての第１の判定基準、およびこの第１の判定基準よりも前記特徴量に
ついての低い判定基準である第２の判定基準を設定する判定基準設定部と、
　前記特徴量を前記第１の判定基準と比較して前記画像データから第１の面積階調画素を
検出する第１面積階調画素検出部と、
　前記特徴量を前記第２の判定基準と比較して前記画像データから第２の面積階調画素を
検出する第２面積階調画素検出部と、
　前記画像データにおける第１の面積階調画素の数と第２の面積階調画素の数とに基づい
て画像データの種別を決定する種別決定部とを備え、
　前記第１の判定基準は、前記第１の面積階調画素として、前記画像データにおける網点
印刷画像領域の画素を検出するための閾値であり、
　前記第２の判定基準は、前記第２の面積階調画素として、インクジェットプリンタ画像
領域の画素および電子写真方式の画像形成装置で出力された画像領域の画素を検出するた
めの閾値であり、
　前記判別手段の後段に領域分離処理部を備え、この領域分離処理部により分離された画
像データの各領域に対して、その領域に応じた画像処理を行うものであり、
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　前記判別手段により、前記画像データの種別が、インクジェットプリンタ画像もしくは
電子写真方式の画像形成装置で出力された画像と判別された場合には、前記領域分離処理
部での処理を行わず、前記画像データ全体に対して同一の画像処理を行うことを特徴とす
る画像処理装置。
【請求項２】
　前記第２面積階調画素検出部は、前記第２の判定基準に基づいて第２の面積階調画素で
はないと判定した画素についてのこの判定結果を、当該画素の周辺に存在する画素につい
ての判定結果に基づいて補正する判定結果補正部を備えていることを特徴とする請求項１
に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記特徴量は、前記画像データが有する濃度差および濃度差の総和を示す繁雑度を抽出
したものであることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記種別決定部は、第２の面積階調画素に対する第１の面積階調画素の比に基づいて画
像データの種別を決定することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記第１の面積階調画素は網点印刷写真領域に属する面積階調画素であり、前記第２の
面積階調画素は網点印刷写真領域に属する面積階調画素、および網点印刷写真領域と印画
紙写真領域とに属さない第３の面積階調画素の少なくとも一方を含んでおり、
　前記種別決定部は、画像データの種別の決定処理において、前記画像データにおける前
記第３の面積階調画素の領域の存在の有無を判別することを特徴とする請求項１に記載の
画像処理装置。
【請求項６】
　判別手段の前記種別決定部にて画像データが前記第３の面積階調画素の領域を含むと判
定された場合に、画像データの全領域に対して同一種類の処理を行うことを特徴とする請
求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理装置を備えていることを特徴とする画
像読取装置。
【請求項８】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理装置を備えていることを特徴とする画
像形成装置。
【請求項９】
　入力された画像データの種別を判別する判別ステップを備えた画像処理方法において、
　前記判別ステップは、前記画像データから面積階調画素領域についての特徴量を抽出す
る特徴量抽出ステップと、
　前記特徴量についての第１の判定基準、およびこの第１の判定基準よりも前記特徴量に
ついての低い判定基準である第２の判定基準を設定する判定基準設定ステップと、
　前記特徴量を前記第１の判定基準と比較して前記画像データから第１の面積階調画素を
検出する第１面積階調画素検出ステップと、
　前記特徴量を前記第２の判定基準と比較して前記画像データから第２の面積階調画素を
検出する第２面積階調画素検出ステップと、
　前記画像データにおける第１の面積階調画素の数と第２の面積階調画素の数とに基づい
て画像データの種別を決定する種別決定ステップとを備え、
　前記第１の判定基準は、前記第１の面積階調画素として、前記画像データにおける網点
印刷画像領域の画素を検出するための閾値であり、
　前記第２の判定基準は、前記第２の面積階調画素として、インクジェットプリンタ画像
領域の画素および電子写真方式の画像形成装置で出力された画像領域の画素を検出するた
めの閾値であり、
　判別ステップの後段に領域分離処理ステップを備え、この領域分離処理ステップにより



(3) JP 4170353 B2 2008.10.22

10

20

30

40

50

分離された画像データの各領域に対して、その領域に応じた画像処理を行うものであり、
　前記判別ステップにより、前記画像データの種別が、インクジェットプリンタ画像もし
くは電子写真方式の画像形成装置で出力された画像と判別された場合には、前記領域分離
処理ステップの処理を行わず、前記画像データ全体に対して同一の画像処理を行うことを
特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理装置を動作させるプログラムであって
、コンピュータを上記の各部として機能させるためのプログラム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のプログラムを記録したコンピュータ読取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力画像データが示す画像について、画像の種別を判別する画像処理方法、
画像処理装置、画像形成装置、プログラムおよび記録媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真プロセスやインクジェット方式を用いた複写機やプリンタなどの画像形成装置
は、デジタル画像処理技術の進展によって、カラー画像を高画質に再現するフルカラーの
デジタル複写機・複合機などが製品化されている。
【０００３】
　これら画像形成装置を用いて複写される原稿画像の種類には、文字、線画および写真が
あり、さらにはこれらを組み合わせたものがある。したがって、原稿画像についての良好
な再現画像を得るためには、それぞれの原稿画像に適合した画像処理を行う必要がある。
【０００４】
　このような状況の中で、画像形成装置の操作モードとして、原稿の種類を選択する、文
字モード、文字／写真モード、写真モードなどが用意されている。
【０００５】
　しかしながら、操作者が各原稿に対してモードの切り換えを行うことは、非常に煩わし
い作業である。また、不適切なモードを選択した場合などでは、著しい画像の劣化が見ら
れることも多く、無駄な複写が行われることにもなる。
【０００６】
　そこで、このような問題を解決するために、原稿の種別を自動的に判別処理する構成が
提案されている。なお、以下に記載の網点印刷は例えば製版印刷に使用される印刷手法で
ある。
【０００７】
　例えば、特許文献１に開示された技術では、従来の判定対象となる原稿種であるコピー
原稿・銀塩写真および網点印刷原稿に加えてインクジェットプリンタで出力したインクジ
ェットプリント原稿をも判定対象とするようになっている。すなわち、原稿を読み取って
得られるデジタルカラー信号から色再現域に関する特徴量とテクスチャに関する特徴量を
抽出し、インクジェットプリント原稿であるか否かを判定している。
【０００８】
　具体的には、インクジェットプリント原稿は、シアン・マゼンタの彩度が一般の網点印
刷原稿よりも高いという特徴がある。これは、上記した色再現域の違いとして抽出される
。
【０００９】
　また、インクジェットプリンタでは画像データの処理に誤差拡散方式やディザ方式を用
いているため、インクジェットプリント原稿では紙の白地上にドットで形成されたテクス
チャが存在するという特徴がある。したがって、インクジェットプリント原稿と蛍光ペン
で記入された原稿とでは、色再現域の違いが小さい（すなわちカラースキャナ等の入力装
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置で読み込まれた信号値において、蛍光色の青系、紫系の色再現域との差が小さい）もの
のテクスチャに関する特徴量を抽出することにより両者の判別を行っている。
【特許文献１】特開平１０－１２６６３１号公報（１９９８年５月１５日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　特許文献１では、インクジェットプリント原稿を認識し、その原稿に対して適切な処理
を行い画質を向上させるようにしている。ところが、インクジェットプリント原稿には、
様々な解像度でプリントされたものが存在するとともに、様々な色材、出力用紙、中間調
（誤差拡散、ディザ）が存在するため、すべてのインクジェットプリント原稿を上記従来
の手法によって認識することは困難である。また、種々のインクジェットプリント原稿を
認識したとしても、単一の原稿モード（単一処理）では、すべてのインクジェットプリン
ト原稿を良好に再現することは不可能である。      
【００１１】
　例えば、非常に高解像度（２８００ｄｐｉ（dot per inch）程度）のインクジェットプ
リンタで写真専用紙に画像を出力したものを原稿とし、このインクジェットプリント原稿
を通常の解像度（６００ｄｐｉ程度）の入力装置で読み込んだ場合、一つ一つのドットを
読み込むことができず、読み込み結果は印画紙写真となんら変わることがない。このよう
な場合、インクジェットプリント原稿に対してはインクジェットプリント原稿としての処
理を行うよりも印画紙写真原稿と全く同じ処理を行った方が良好な再現画像を得ることが
できる。
【００１２】
　また、低解像度（６００ｄｐｉ以下）のインクジェットプリンタで普通紙や再生紙に画
像を出力したインクジェットプリント原稿については、ほとんど全てのドットを読み取る
ことができるのに加えて、網点印刷原稿と同等の色再現範囲を有している。このため、こ
のようなインクジェットプリント原稿と網点印刷原稿とを判別することは難しい。すなわ
ち、このようなインクジェットプリント原稿は、認識する上でも網点印刷原稿とほぼ同じ
特性を有している。このような場合、インクジェットプリント原稿については、文字印刷
あるいは印刷写真（網点印刷写真）と同じ処理を行った方が良好な再現画像を得ることが
できる。
【００１３】
　さらに、文字やグラフなどのインクジェットプリント原稿は、文字原稿と同じ処理を行
った方が良好な再現画像を得ることができる。
【００１４】
　一方、インクジェットプリント原稿は、ドットが増えてくると印画紙写真原稿に近いも
のとなり、ドットが少ないと網点印刷原稿に近いものとなるものの、これらの中間的な性
質をもつものも存在する。例えば解像度の程度が低位から中位のインクジェット方式の画
像形成装置にて、高い濃度のインクを使用して画像形成が行われて高い濃度の領域と低い
濃度の領域とが混在するような原稿、あるいは低い濃度のインクを使用して画像形成が行
われて全体的に低い濃度となった原稿などである。
【００１５】
　このような中間的なインクジェットプリント原稿に対して、網点印刷原稿と印画紙写真
原稿とのいずれか一方の処理を行った場合には、階調の潰れなどを含む画質の劣化が生じ
る。なお、このような問題は、インクジェットプリント原稿に限らず、例えば電子写真方
式による出力原稿などのその他の原稿に対しても同様に発生する。
【００１６】
　このため、例えばスキャナにて読み込んだ原稿画像を処理する上では、その画像の種別
に適した処理を行い、良質な画像を得ることができるようにするため、原稿画像（入力画
像）の種別を正確に判別できる技術が求められている。
【００１７】
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　したがって、本発明は、画像の種別を正確に判別することができる画像処理方法、画像
処理装置、画像形成装置、プログラムおよび記録媒体の提供を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の画像処理装置は、上記課題を解決するために、入力された画像データの種別を
判別する判別手段を備えた画像処理装置において、前記判別手段は、前記画像データにお
ける複数種類の面積階調画素領域のそれぞれについての存在の有無を検出可能であり、そ
の検出結果に基づいて画像データの種別を判別することを特徴としている。
【００１９】
　また、本発明の画像処理方法は、入力された画像データの種別を判別する判別ステップ
を備えた画像処理方法において、前記判別ステップでは、前記画像データにおける複数種
類の面積階調画素領域のそれぞれについての存在の有無を検出し、その検出結果に基づい
て画像データの種別を判別することを特徴としている。
【００２０】
　上記の構成によれば、画像データにおける複数種類の面積階調画素領域の存在の有無に
基づいて、面積階調画素領域を有する画像データの種別を複数種類に判別することができ
る。したがって、面積階調画素領域として、単に網点印刷領域のみならず、例えばインク
ジェットプリンタあるいは電子写真方式の画像形成装置から出力された画像の面積階調画
素領域も検出することが可能となり、画像データ（その画像データの元となる原稿）の種
別を正確に判別することができる。
【００２１】
　本発明の画像処理装置は、入力された画像データの種別を判別する判別手段を備えた画
像処理装置において、前記判別手段は、前記画像データにおける複数種類の面積階調画素
領域のそれぞれについての存在の有無を、同一の特徴量についての複数種類の面積階調画
素領域毎に設定された判定基準を使用して検出可能であり、その検出結果に基づいて画像
データの種別を判別することを特徴としている。
【００２２】
　また、本発明の画像処理方法は、入力された画像データの種別を判別する判別ステップ
を備えた画像処理方法において、前記判別ステップでは、前記画像データにおける複数種
類の面積階調画素領域のそれぞれについての存在の有無を、同一の特徴量についての複数
種類の面積階調画素領域毎に設定された判定基準を使用して検出し、その検出結果に基づ
いて画像データの種別を判別することを特徴としている。
【００２３】
　上記の構成によれば、画像データにおける複数種類の面積階調画素領域の存在の有無に
基づいて、面積階調画素領域を有する画像データの種別を複数種類に判別することができ
る。したがって、面積階調画素領域として、単に網点印刷領域のみならず、例えばインク
ジェットプリンタあるいは電子写真方式の画像形成装置から出力された画像の面積階調画
素領域も検出することが可能となり、画像データ（その画像データの元となる原稿）の種
別を正確に判別することができる。
【００２４】
　また、画像データから面積階調画素領域を検出する場合に、同一の特徴量についての複
数種類の面積階調画素領域毎に設定された判定基準を使用するので、判定基準の設定およ
び特徴量と判定基準との比較が容易となる。
【００２５】
　本発明の画像処理装置は、入力された画像データの種別を判別する判別手段を備えた画
像処理装置において、前記判別手段は、前記画像データにおける複数種類の面積階調画素
領域のそれぞれについての存在の有無を、複数種類の面積階調画素領域毎に設定された、
少なくとも２種類の面積階調画素領域同士で互いに異なる判定基準を使用して検出可能で
あり、その検出結果に基づいて画像データの種別を判別することを特徴としている。
【００２６】
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　また、本発明の画像処理方法は、入力された画像データの種別を判別する判別ステップ
を備えた画像処理方法において、前記判別ステップでは、前記画像データにおける複数種
類の面積階調画素領域のそれぞれについての存在の有無を、複数種類の面積階調画素領域
毎に設定された、少なくとも２種類の面積階調画素領域同士で互いに異なる判定基準を使
用して検出し、その検出結果に基づいて画像データの種別を判別することを特徴としてい
る。
【００２７】
　上記の構成によれば、画像データにおける複数種類の面積階調画素領域の存在の有無に
基づいて、面積階調画素領域を有する画像データの種別を複数種類に判別することができ
る。したがって、面積階調画素領域として、単に網点印刷領域のみならず、例えばインク
ジェットプリンタあるいは電子写真方式の画像形成装置から出力された画像の面積階調画
素領域も検出することが可能となり、画像データ（その画像データの元となる原稿）の種
別を正確に判別することができる。
【００２８】
　また、画像データから面積階調画素領域を検出する場合に、複数種類の面積階調画素領
域毎に設定された、少なくとも２種類の面積階調画素領域同士で互いに異なる判定基準（
判定方法）を使用するので、面積階調画素領域の検出を異なる見地（判定基準）から行う
ことができ、あるいは各面積階調画素領域の検出に最適な方法や特徴量を使用して行うこ
とができる。これにより、画像データの種別の判別をさらに正確に行うことができる。
【００２９】
　上記の画像処理装置において、前記判別手段は、前記画像データから面積階調画素領域
についての特徴量を抽出する特徴量抽出部と、前記特徴量についての第１の判定基準、お
よびこの第１の判定基準よりも前記特徴量についての低い判定基準である第２の判定基準
を設定する判定基準設定部と、前記特徴量抽出部にて抽出された特徴量を前記第１の判定
基準と比較して前記画像データから第１の面積階調画素を検出する第１面積階調画素検出
部と、前記特徴量抽出部にて抽出された特徴量を前記第２の判定基準と比較して前記画像
データから第２の面積階調画素を検出する第２面積階調画素検出部と、前記画像データに
おける第１の面積階調画素の数と第２の面積階調画素の数とに基づいて画像データの種別
を決定する種別決定部とを備えている構成としてもよい。
【００３０】
　上記の構成によれば、特徴量抽出部は、前記画像データから面積階調画素領域について
の特徴量を抽出する。第１面積階調画素検出部は、特徴量抽出部にて抽出された特徴量を
第１の判定基準と比較して前記画像データから第１の面積階調画素を検出し、第２面積階
調画素検出部は、特徴量抽出部にて抽出された特徴量を第１の判定基準よりも特徴量につ
いての低い判定基準である第２の判定基準と比較して画像データから第２の面積階調画素
を検出する。種別決定部は、画像データにおける第１の面積階調画素の数と第２の面積階
調画素の数とに基づいて画像データの種別を決定する。
【００３１】
　これにより、面積階調画素領域として、単に網点印刷領域のみならず、例えばインクジ
ェットプリンタあるいは電子写真方式の画像形成装置から出力された画像の面積階調画素
領域も検出することが可能となり、画像データ（その画像データの元となる原稿）の種別
を正確に判別することができる。
【００３２】
　上記の画像処理装置において、前記第２面積階調画素検出部は、前記第２の判定基準に
基づいて第２面積階調画素ではないと判定した画素についてのこの判定結果を、当該画素
の周辺に存在する画素についての判定結果に基づいて補正する判定結果補正部を備えてい
る構成としてもよい。
【００３３】
　上記の構成によれば、判定結果補正部は、第２の判定基準に基づいて第２面積階調画素
ではないと判定した画素についてのこの判定結果を、当該画素の周辺に存在する画素につ
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いての判定結果に基づいて補正する。このように、第２面積階調画素検出部の判定結果に
対する判定結果補正部による補正は、当該画素の周辺に存在する画素というエリア情報を
用いて行われるので、低濃度や高濃度、高線数や低線数といった面積階調画像領域を構成
する画素として認識しずらい画素も確実に認識が可能となる。したがって、画像データの
種別をさらに正確に判別することができる。
【００３４】
　上記の画像処理装置において、前記特徴量は、前記画像データが有する濃度差および濃
度差の総和を示す繁雑度を抽出したものである構成としてもよい。
【００３５】
　上記の構成によれば、画像データにおける面積階調画素領域の存在の有無を検出するた
めの特徴量として、濃度差および繁雑度といった適切かつ扱いやすい指標を使用している
ので、面積階調画素領域の検出が容易となる。
【００３６】
　本発明の画像処理装置は、入力された画像データの種別を判別する判別手段を備えた画
像処理装置において、前記判別手段は、前記画像データから第１および第２の面積階調画
素を含む面積階調画素についての第１の特徴量を抽出し、この第１の特徴量に基づいて、
前記画像データから前記面積階調画素を検出する面積階調画素検出部と、前記面積階調画
素についての前記第１の特徴量とは異なる第２の特徴量を抽出し、この第２の特徴量に基
づいて前記面積階調画素から第１の面積階調画素を検出する第１面積階調画素検出部と、
　前記面積階調画素の数と前記第１の面積階調画素の数から第２の面積階調画素の数を算
出し、これら第１および第２の面積階調画素の数に基づいて前記画像データの種別を決定
する種別決定部とを備えていることを特徴としている。
【００３７】
　また、本発明の画像処理方法は、入力された画像データの種別を判別する判別ステップ
を備えた画像処理方法において、前記判別ステップでは、前記画像データから第１および
第２の面積階調画素を含む面積階調画素についての第１の特徴量を抽出し、この第１の特
徴量に基づいて、前記画像データから前記面積階調画素を検出する面積階調画素検出処理
と、前記面積階調画素についての前記第１の特徴量とは異なる第２の特徴量を抽出し、こ
の第２の特徴量に基づいて前記面積階調画素から第１の面積階調画素を検出する第１面積
階調画素検出処理と、前記面積階調画素の数と前記第１の面積階調画素の数から第２の面
積階調画素の数を算出し、これら第１および第２の面積階調画素の数に基づいて前記画像
データの種別を決定する種別決定処理とを行うことを特徴としている。
【００３８】
　上記の構成によれば、面積階調画素検出部は、入力された画像データから第１および第
２の面積階調画素を含む面積階調画素についての第１の特徴量を抽出し、この第１の特徴
量に基づいて、前記画像データから前記面積階調画素を検出する。第１面積階調画素検出
部は、前記面積階調画素についての前記第１の特徴量とは異なる第２の特徴量を抽出し、
この第２の特徴量に基づいて前記面積階調画素から第１の面積階調画素を検出する。種別
決定部は、前記面積階調画素の数と前記第１の面積階調画素の数から第２の面積階調画素
の数を算出し、これら第１および第２の面積階調画素の数に基づいて前記画像データの種
別を決定する。
【００３９】
　このように、本発明の構成では、画像データにおける複数種類の面積階調画素領域の存
在の有無に基づいて、面積階調画素領域を有する画像データの種別を複数種類に判別する
ことができる。したがって、面積階調画素領域として、単に網点印刷領域のみならず、例
えばインクジェットプリンタあるいは電子写真方式の画像形成装置から出力された画像の
面積階調画素領域といった従来検出できなかった面積階調画素領域も検出することが可能
となり、画像データ（その画像データの元となる原稿）の種別を正確に判別することがで
きる。
【００４０】
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　上記の画像処理装置において、前記第１の特徴量は、前記画像データが有する濃度差お
よび濃度差の総和を示す繁雑度を抽出したものである構成としてもよい。
【００４１】
　上記の構成によれば、画像データにおける面積階調画素領域の存在の有無を検出するた
めの第１の特徴量として、濃度差および繁雑度といった適切かつ扱いやすい指標を使用し
ているので、面積階調画素領域の検出が容易となる。
【００４２】
　上記の画像処理装置において、前記第２の特徴量は、注目画素を中心として複数画素を
有するブロックにおける画像濃度の反転回数を抽出したものである構成としてもよい。
【００４３】
　上記の構成によれば、画像濃度の反転回数を第１面積階調画素を検出するための特徴量
としているので、第１面積階調画素を適切に抽出することができる。これは、第１面積階
調画素（印刷網点）では濃淡が明確であるのに対して、インクジェット方式の画像形成装
置（プリンタ、複写機もしくは複合機）で出力された第２面積階調画素では濃淡が不明確
であることによる。この場合、例えば第１面積階調画素を抽出するための閾値を第２面積
階調画素の濃淡の変化範囲よりも大きい値に設定しておけば、第１面積階調画素を適切に
抽出することができる。
【００４４】
　上記の画像処理装置において、前記第２の特徴量は、注目画素を中心とした複数の画素
からなるブロックにおける画素値の標準偏差を抽出したものである構成としてもよい。
【００４５】
　上記の構成によれば、注目画素を中心とした複数の画素からなるブロックにおける画素
値の標準偏差を第１面積階調画素を検出するための特徴量としているので、第１面積階調
画素を適切に抽出することができる。これは、第１面積階調画素（印刷網点）は濃淡が明
確であるので、濃淡が不明確な第２面積階調画素よりも標準偏差が大きくなることによる
。
【００４６】
　上記の画像処理装置において、前記第２の特徴量は、注目画素を中心とした複数の画素
からなるブロック内における平均濃度差を抽出したものである構成としてもよい。
【００４７】
　上記の構成によれば、注目画素を中心とした複数の画素からなるブロック内における平
均濃度差を第１面積階調画素を検出するための特徴量としているので、第１面積階調画素
を適切に抽出することができる。これは、第１面積階調画素（印刷網点）は濃度（画素値
）が揃っているので、第２面積階調画素の場合よりもブロックの平均濃度差が小さくなる
ことによる。
【００４８】
　上記の画像処理装置において、前記種別決定部は、第２の面積階調画素に対する第１の
面積階調画素の比に基づいて画像データの種別を決定する構成としてもよい。
【００４９】
　上記の構成によれば、第２の面積階調画素に対する第１の面積階調画素の比という扱い
やすい指標を使用して画像データの種別を決定するので、この決定を容易に行うことがで
きる。
【００５０】
　上記の画像処理装置において、前記第１の面積階調画素は網点印刷写真領域に属する面
積階調画素であり、前記第２の面積階調画素は網点印刷写真領域に属する面積階調画素、
および網点印刷写真領域と印画紙写真領域とに属さない第３の面積階調画素の少なくとも
一方を含んでおり、前記種別決定部は、画像データの種別の決定処理において、前記画像
データにおける前記第３の面積階調画素の領域の存在の有無を判別する構成としてもよい
。
【００５１】
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　上記の構成によれば、網点印刷写真領域と印画紙写真領域とに属さない第３の面積階調
画素領域という特殊な領域の存在の有無を画像データから判別することができるので、こ
のような特殊な領域を有する画像データに対して画質を劣化させない最適な処理を行うこ
とができる。
【００５２】
　上記の画像処理装置は、判別手段の前記種別決定部にて画像データが前記第３の面積階
調画素の領域を含むと判定された場合に、画像データの全領域に対して同一種類の処理を
行う構成としてもよい。
【００５３】
　上記の構成によれば、網点印刷写真領域と印画紙写真領域とに属さない第３の面積階調
画素領域という特殊な領域を含む画像データに対して、その全領域に領域分離を行うこと
なく同一種類の処理を行うので、このような特殊な領域を有する画像データに対して画質
を劣化させない最適な処理を行うことができる。
【００５４】
　本発明の画像読取装置は、上記のいずれかの画像処理装置を備えていることを特徴とし
ている。
【００５５】
　上記の構成によれば、網点印刷写真画像や印画紙写真画像と言った従来の原稿モードで
は分類することができない、特定インクジェット等出力原稿画像（インクジェット方式や
電子写真方式で出力した特定の画像）を認識して最適な処理を行うことができるので、原
稿から品質の良い画像データを作成できる画像読取装置を提供可能である。
【００５６】
　本発明の画像形成装置は、上記のいずれかの画像処理装置を備えていることを特徴とし
ている。
【００５７】
　上記の構成によれば、網点印刷写真画像や印画紙写真画像と言った従来の原稿モードで
は分類することができない、特定インクジェット等出力原稿画像（インクジェット方式や
電子写真方式で出力した特定の画像）を認識して最適な処理を行うことができるので、品
質の良い画像を出力できる画像形成装置を提供可能である。
【発明の効果】
【００５８】
　本発明の画像処理装置では、画像データにおける複数種類の面積階調画素領域の存在の
有無に基づいて、面積階調画素領域を有する画像データの種別を複数種類に判別すること
ができる。したがって、面積階調画素領域として、単に網点印刷領域のみならず、例えば
インクジェットプリンタあるいは電子写真方式の画像形成装置から出力された画像の面積
階調画素領域も検出することが可能となり、画像データ（その画像データの元となる原稿
）の種別を正確に判別することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５９】
　〔実施の形態１〕
　本発明の実施の一形態について説明すれば、以下の通りである。なお、本実施の形態で
は、本発明の画像処理装置をデジタルカラー複写機に適用した場合について説明する。
【００６０】
　また、以下の説明において、面積階調画素領域に属する画素としては、網点で構成され
た画像のほかに、規則的に密に並んだ平行線から構成される万線画像、誤差拡散によって
作成される画像、画素配分法によって作成される画像、ディザ法によって作成される画像
、あるいは濃度パターン法によって作成される画像など、２値または多値の面積変化によ
って中間調表現がなされている画像が含まれる。
【００６１】
　また、本実施の形態において、画像処理装置は、網点印刷原稿と印画紙写真原稿との中
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間的な性質を有する原稿を判別可能となっている。このような原稿としては、例えば解像
度の程度が低位から中位のインクジェット方式の画像形成装置にて、高い濃度のインクを
使用して画像形成が行われて高い濃度の領域と低い濃度の領域とが混在するような原稿、
あるいは低い濃度のインクを使用して画像形成が行われて全体的に低い濃度となった原稿
などである。この種の原稿と同様の性質を有する原稿は、電子写真方式の画像形成装置に
て出力された原稿にも存在する。以下、この種の原稿を特定インクジェット等出力原稿と
称する。
【００６２】
　図２は、本発明のカラー画像処理装置を適用したデジタルカラー複写機の概略構成を示
すブロック図である。
【００６３】
　本実施の形態に係るデジタルカラー複写機は、図２に示すように、カラー画像入力装置
１、カラー画像処理装置２、カラー画像出力装置３および操作パネル４を備えている。カ
ラー画像処理装置２は、Ａ／Ｄ変換部１１、シェーディング補正部１２、原稿種別自動判
別部（判別手段）１３、入力階調補正部１４、領域分離処理部１５、色補正部１６、黒生
成下色除去部１７、空間フィルタ処理部１８、出力階調補正部１９および階調再現処理部
２０を備えている。
【００６４】
　カラー画像入力装置（画像読取手段）１は、例えばＣＣＤ（Charge Coupled Device ）
を備えたスキャナ部（図示せず）より構成され、原稿からの反射光像を、ＲＧＢ（Ｒ：赤
・Ｇ：緑・Ｂ：青）のアナログ信号としてＣＣＤにて読み取って、カラー画像処理装置２
に入力するものである。
【００６５】
　カラー画像入力装置１にて読み取られたアナログ信号は、カラー画像処理装置２内を、
Ａ／Ｄ変換部１１、シェーディング補正部１２、原稿種別自動判別部１３、入力階調補正
部１４、領域分離処理部１５、色補正部１６、黒生成下色除去部１７、空間フィルタ処理
部１８、出力階調補正部１９および階調再現処理部２０の順に送られ、ＣＭＹＫのデジタ
ルカラー信号としてカラー画像出力装置３へ出力される。
【００６６】
　Ａ／Ｄ（アナログ／デジタル）変換部１１は、ＲＧＢのアナログ信号をデジタル信号に
変換するもので、シェーディング補正部１２は、Ａ／Ｄ変換部１１より送られてきたデジ
タルのＲＧＢ信号に対して、カラー画像入力装置１の照明系、結像系、撮像系で生じる各
種の歪みを取り除く処理を施すものである。また、シェーディング補正部１２ではカラー
バランスの調整を行う。
【００６７】
　原稿種別自動判別部１３では、シェーディング補正部１２にて各種の歪みが取り除かれ
カラーバランスの調整がなされたＲＧＢ信号（ＲＧＢの反射率信号）を濃度信号などカラ
ー画像処理装置２に採用されている画像処理システムの扱い易い信号に変換するとともに
、原稿種別の判別を行う。この原稿種別自動判別部１３で生成された原稿種別判定信号は
、入力階調補正部１４、色補正部１６、黒生成下色除去部１７、空間フィルタ処理部１８
、階調再現処理部２０に出力される。なお、原稿種別自動判別部１３の詳細については後
述する。
【００６８】
　入力階調補正部１４は、下地濃度の除去やコントラストなどの画質調整処理を施すもの
である。
【００６９】
　領域分離処理部１５は、ＲＧＢ信号より、入力画像中の各画素を文字領域、網点領域、
写真（印画紙写真）領域のいずれかに分離するものである。領域分離処理部１５は、分離
結果に基づき、画素がどの領域に属しているかを示す領域識別信号を、色補正部１６、黒
生成下色除去部１７、空間フィルタ処理部１８、および階調再現処理部２０へと出力する
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とともに、入力階調補正部１４より出力された入力信号をそのまま後段の色補正部１６に
出力する。
【００７０】
　色補正部１６は、色再現の忠実化実現のために、不要吸収成分を含むＣＭＹ（Ｃ：シア
ン・Ｍ：マゼンタ・Ｙ：イエロー）色材の分光特性に基づいた色濁りを取り除く処理を行
うものである。
【００７１】
　黒生成下色除去部１７は、色補正後のＣＭＹの３色信号から黒（Ｋ）信号を生成する黒
生成、元のＣＭＹ信号から黒生成で得たＫ信号を差し引いて新たなＣＭＹ信号を生成する
処理を行うものであって、ＣＭＹの３色信号はＣＭＹＫの４色信号に変換される。
【００７２】
　黒生成処理の一例として、スケルトンブラックによる黒生成を行う方法（一般的方法）
がある。この方法では、スケルトンカーブの入出力特性をｙ＝ｆ（ｘ）、入力されるデー
タをＣ，Ｍ，Ｙ、出力されるデータをＣ'，Ｍ'，Ｙ'，Ｋ'、ＵＣＲ（Under Color Remova
l）率をα（０＜α＜１）とすると、黒生成下色除去処理は以下の式（１）で表わされる
。
【００７３】
　Ｋ’＝ｆ｛ｍｉｎ（Ｃ，Ｍ，Ｙ）｝
　Ｃ’＝Ｃ－αＫ’
　Ｍ’＝Ｍ－αＫ’
　Ｙ’＝Ｙ－αＫ’　　　　　　　　　　　　（１）
　空間フィルタ処理部１８は、黒生成下色除去部１７より入力されるＣＭＹＫ信号の画像
データに対して、領域識別信号を基にデジタルフィルタによる空間フィルタ処理を行い、
空間周波数特性を補正することによって出力画像のぼやけや粒状性劣化を防ぐように処理
するものである。階調再現処理部２０も、空間フィルタ処理部１８と同様に、ＣＭＹＫ信
号の画像データに対して領域識別信号を基に所定の処理を施すものである。
【００７４】
　例えば、領域分離処理部１５にて文字に分離された領域は、特に黒文字或いは色文字の
再現性を高めるために、空間フィルタ処理部１８による空間フィルタ処理における鮮鋭強
調処理で高周波数の強調量が大きくされる。同時に、階調再現処理部２０においては、高
域周波数の再現に適した高解像度のスクリーンでの二値化または多値化処理が選択される
。
【００７５】
　また、領域分離処理部１５にて網点領域に分離された領域に関しては、空間フィルタ処
理部１８において、入力網点成分を除去するためのローパス・フィルタ処理が施される。
そして、出力階調補正部１９では、濃度信号などの信号をカラー画像出力装置３の特性値
である網点面積率に変換する出力階調補正処理を行った後、階調再現処理部２０で、最終
的に画像を画素に分離してそれぞれの階調を再現できるように処理する階調再現処理（中
間調生成）が施される。領域分離処理部１５にて写真に分離された領域に関しては、階調
再現性を重視したスクリーンでの二値化または多値化処理が行われる。
【００７６】
　操作パネル４は、例えば、液晶ディスプレイなどの表示部（図示せず）と設定ボタンな
どより構成され、操作パネル４より入力された情報に基づいてカラー画像入力装置１、カ
ラー画像処理装置２、カラー画像出力装置３の動作が制御される。
【００７７】
　上述した各処理が施された画像データは、一旦記憶手段に記憶され、所定のタイミング
で読み出されてカラー画像出力装置３に入力される。このカラー画像出力装置３は、画像
データを記録媒体（例えば紙等）上に出力するもので、例えば、電子写真方式やインクジ
ェット方式を用いたカラー画像出力装置等を挙げることができるが特に限定されるもので
はない。尚、以上の処理は図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）により制御さ
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れる。
【００７８】
　図１は、図２に示した原稿種別自動判別部１３の構成を示すブロック図である。この原
稿種別自動判別部１３は、図１に示すように、最小濃度値算出部２１（特徴量抽出部）、
最大濃度値算出部２２（特徴量抽出部）、最大濃度差算出部２３（特徴量抽出部）、総和
濃度繁雑度算出部２４（特徴量抽出部）、判定領域設定部（第１面積階調画素検出部、第
２面積階調画素検出部）２５、最大濃度差閾値設定部（判定基準設定部）２６、総和濃度
繁雑度閾値設定部（判定基準設定部）２７、文字・網点判定部（第１面積階調画素検出部
）２８、下地・印画紙判定部２９、文字・網点判定閾値設定部（判定基準設定部）３０、
下地・印画紙判定閾値設定部３１、第２面積階調画素抽出部３２、文字画素計数部３３、
第１面積階調画素計数部３４、下地画素計数部３５、印画紙画素計数部３６、面積階調画
素判定部（種別決定部）３７、面積階調画素判定閾値設定部（種別決定部）３８および原
稿判定部（種別決定部）３９を備えている。
【００７９】
　最小濃度値算出部２１は、複数の画素からなり１個の注目画素を含むブロックの最小濃
度値を算出する。最大濃度値算出部２２は、上記ブロックの最大濃度値を算出する。最大
濃度差算出部２３は、最小濃度値算出部２１および最大濃度値算出部２２にて算出された
最小濃度値および最大濃度値を用いて上記ブロックの最大濃度差を算出する。総和濃度繁
雑度算出部２４は、上記ブロックの隣接する画素同士の濃度差の絶対値の総和を算出する
。具体的には、ブロック内の主走査方向（画像を複数のラインに分割して読み取る場合の
ライン方向）ごと、および副走査方向（前記ラインに垂直な方向）ごとに求めた隣接画素
同士の濃度差の絶対値の総和の合計を算出する。なお、これに加えて、ブロック内の４５
度方向ごとおよび１３５度方向ごとに求めた隣接画素同士の濃度差の絶対値の総和の合計
を算出してもよい。
【００８０】
　判定領域設定部２５は、最大濃度差算出部２３にて算出された最大濃度差と最大濃度差
閾値設定部２６から与えられる第１最大濃度差閾値ＴＨｄ１とを比較し、また総和濃度繁
雑度算出部２４にて算出された総和濃度繁雑度と総和濃度繁雑度閾値設定部２７から与え
られる第１総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ１とを比較することにより、上記ブロックの注目画
素が下地領域・印画紙（写真）領域と文字領域・網点領域とのいずれに属するかを判定す
る。
【００８１】
　さらに、判定領域設定部２５は、最大濃度差算出部２３にて算出された上記最大濃度差
と最大濃度差閾値設定部２６から与えられる第２最大濃度差閾値ＴＨｄ２（ＴＨｄ１＞Ｔ
Ｈｄ２）とを比較し、また総和濃度繁雑度算出部２４にて算出された上記総和濃度繁雑度
と総和濃度繁雑度閾値設定部２７から与えられる第２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２（ＴＨ
ｂ１＞ＴＨｂ２）とを比較する。これにより、上記ブロックについて、最大濃度差が第２
最大濃度差閾値ＴＨｄ２以上であり、かつ総和濃度繁雑度が第２総和濃度繁雑度閾値ＴＨ
ｂ２以上の条件を満たすか否かを判定する。
【００８２】
　上記第１最大濃度差閾値ＴＨｄ１および第１総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ１を用いた判定
処理、並びに第２最大濃度差閾値ＴＨｄ２および第２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２を用い
た判定処理は、注目画素に対して順次行われる。すなわち、原稿種別自動判別部１３では
、１つの注目画素がいずれの領域に属するかの判定処理を最大濃度差閾値と総和濃度繁雑
度閾値という２種類の閾値を用いて判定している。また、注目画素を順次シフトするのに
伴い、その注目画素を含むブロックの領域も順次シフトする。これら判定処理に伴う種々
の制御はＣＰＵにより行われる。
【００８３】
　最大濃度差閾値設定部２６は、最大濃度差算出部２３にて算出された最大濃度差に基づ
いて注目画素が下地領域・印画紙（写真）領域と文字領域・網点領域とのいずれに属する
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かを判定するための第１最大濃度差閾値ＴＨｄ１、および注目画素が第２面積階調画素で
あるか否かを判定するための第２最大濃度差閾値ＴＨｄ２（ＴＨｄ１＞ＴＨｄ２）を設定
する。これら第１最大濃度差閾値ＴＨｄ１および第２最大濃度差閾値ＴＨｄ２は判定領域
設定部２５において使用される。
【００８４】
　総和濃度繁雑度閾値設定部２７は、総和濃度繁雑度算出部２４にて算出された総和濃度
繁雑度に基づいて注目画素が下地領域・印画紙領域と文字領域・網点領域とのいずれに属
するかを判定するための第１総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ１、および注目画素が第２面積階
調画素であるか否かを判定するための第２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２（ＴＨｂ１＞ＴＨ
ｂを設定する。これら第１総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ１および第２総和濃度繁雑度閾値Ｔ
Ｈｂ２は、判定領域設定部２５において使用される。
【００８５】
　なお、第２最大濃度差閾値ＴＨｄ２、第２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２としては、例え
ば印画紙写真領域に属する画素を検出するための閾値を参考に、面積階調画素領域として
の特徴を有していると判断される画素、すなわち、網点印刷で使用されている網点（第１
面積階調画素）だけでなく、誤差拡散、ディザ処理、万線等により階調再現がなされてい
る画素（第２面積階調画素）も含めて広い範囲で面積階調画素領域の画素を抽出できるよ
うに設定される。
【００８６】
　文字・網点判定部２８は、上記判定領域設定部２５において文字・網点領域に属すると
判別された画素について、その画素が文字領域と網点領域（第１面積階調画素）とのいず
れに属するかを判定する。文字・網点判定閾値設定部３０は、文字・網点判定部２８にお
いて上記判定を行うための文字・網点判定閾値を設定する。
【００８７】
　下地・印画紙判定部２９は、上記判定領域設定部２５において下地領域・印画紙領域に
属すると判別された画素について、その画素が下地領域と印画紙領域（印画紙写真領域。
連続階調領域）とのいずれに属するかを判定する。下地・印画紙判定閾値設定部３１は、
下地・印画紙判定部２９において前記判定を行うための下地・印画紙判定閾値を設定する
。
【００８８】
　第２面積階調画素抽出部３２は、画素抽出部（第２面積階調画素検出部）４１、補正部
４２および画素計数部４３を備えている。
【００８９】
　画素抽出部４１は、判定領域設定部２５において、最大濃度差が第２最大濃度差閾値Ｔ
Ｈｄ２以上であり、かつ総和濃度繁雑度が第２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２以上であると
判定されたブロックの注目画素について、上記最大濃度差に上記文字・網点判定閾値を掛
けた値と上記総和濃度繁雑度とを比較し、総和濃度繁雑度が最大濃度差×文字・網点判定
閾値以上であるという条件を満たすブロックの注目画素を第２面積階調画素として抽出す
る。
【００９０】
　補正部４２は、判定領域設定部２５において、第２最大濃度差閾値ＴＨｄ２および第２
総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２を用いた判定処理で文字領域・網点領域のいずれにも属さな
いものと判定された画素、あるいは、画素抽出部４１おいて第２面積階調画素として抽出
されなかった画素（対象画素）のうちから、第２面積階調画素と見なし得るものを第２階
調画素として扱うように補正する。この補正の可否は上記対象画素を注目画素として、そ
の周辺画素の判定結果を参照して判断する。
【００９１】
　画素計数部４３は、画素抽出部４１および補正部４２において第２面積階調画素である
と判定された画素数（見なされた画素の数を含む）を計数する。
【００９２】
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　文字画素計数部３３は、文字・網点判定部２８において文字領域に属すると判定された
画素数を計数する。第１面積階調画素計数部３４は、文字・網点判定部２８において網点
領域（第１面積階調画素）に属すると判定された画素数を計数する。下地画素計数部３５
は、下地・印画紙判定部２９において下地領域に属すると判定された画素数を計数する。
印画紙画素計数部３６は、下地・印画紙判定部２９において印画紙写真領域に属すると判
定された画素数を計数する。なお、これら計数値は原稿画像全体についての合計値である
。
【００９３】
　面積階調画素判定部３７は、第１面積階調画素計数部３４での網点領域（第１面積階調
画素）に属する画素の計数結果および第２面積階調画素抽出部３２の画素計数部４３での
第２面積階調画素の計数結果と面積階調画素判定閾値設定部３８から与えられる面積階調
画素判定閾値とを比較し、原稿画像に網点（第１面積階調画素）が含まれているか否かを
判定する。面積階調画素判定閾値設定部３８は、面積階調画素判定部３７において使用さ
れる面積階調画素判定閾値を設定する。
【００９４】
　原稿判定部３９は、文字画素計数部３３、下地画素計数部３５、印画紙画素計数部３６
および面積階調画素判定部３７からの各画素数の計数結果および判定結果に基づいて原稿
種別を判定する。
【００９５】
　ここで、文字、網点、印画紙写真および下地の各領域における画素濃度の分布の例を図
３（ａ）～図３（ｄ）に基づいて説明する。また、上記の各領域の最大濃度差と総和濃度
繁雑度とを指標とした分布を図４に基づいて説明する。なお、総和濃度繁雑度と最大濃度
差との関係において総和濃度繁雑度が最大濃度差以下となることはなく、図４における最
大濃度差＝総和濃度繁雑度以下の領域は、画素が存在しない領域を示している。
【００９６】
　下地領域は、図３（ａ）に示すように、通常、濃度変化が少ないため、最大濃度差およ
び総和濃度繁雑度ともに非常に小さくなり、図４に示す領域Ａに分布している。したがっ
て、下地・印画紙領域に属すると判別された画素であって下地・印画紙判定閾値よりも最
大濃度差が小さい画素は、下地画素であると判別することが可能である。
【００９７】
　印画紙写真領域は、図３（ｂ）に示すように、通常、滑らかな濃度変化をしており、最
大濃度差および総和濃度繁雑度がともに小さく、かつ、下地領域よりも多少大きくなるた
め、図４に示す領域Ｂに分布している。したがって、下地領域・印画紙領域に属すると判
別された画素であって下地・印画紙判定閾値よりも最大濃度差が大きいブロックの画素（
注目画素）は、印画紙領域に属するものであると判別することが可能である。
【００９８】
　網点領域は、図３（ｃ）に示すように、最大濃度差が網点によりさまざまであるものの
、網点の数だけ濃度変化が存在するので、最大濃度差に対する総和濃度繁雑度の割合が大
きくなる。このため、図４に示す領域Ｄのような分布になる。したがって、文字・網点領
域に属すると判別された画素であって最大濃度差と文字・網点判定閾値との積よりも総和
濃度繁雑度が大きいブロックの画素（注目画素）は、網点領域に属するものであると判別
することが可能である。
【００９９】
　文字領域は、図３（ｄ）に示すように、最大濃度差が大きく、それに伴い総和濃度繁雑
度も大きくなるものの、網点領域よりも濃度変化が少ないため、網点領域よりも総和濃度
繁雑度が小さくなる。特に、最大濃度差に対する総和濃度繁雑度の割合が小さくなるため
、図４に示す領域Ｃのような分布になる。したがって、文字・網点領域に属すると判別さ
れた画素であって最大濃度差と文字・網点判定閾値との積よりも総和濃度繁雑度が小さい
ブロックの画素（注目画素）は、文字領域に属するものであると判別することが可能であ
る。
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【０１００】
　上述したように、下地領域および印画紙写真領域は、最大濃度差および総和濃度繁雑度
が文字領域および網点領域に比べて小さくなる。したがって、最大濃度差を最大濃度差閾
値（第１最大濃度差閾値ＴＨｄ１）と比較するとともに、総和濃度繁雑度を総和濃度繁雑
度閾値（第１総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ１）と比較することにより、判定領域設定部２５
では、注目画素が下地・印画紙領域と文字・網点領域とのいずれに属するかを判別するこ
とが可能となる。
【０１０１】
　次に、第１面積階調画素と第２面積階調画素について説明する。図５（ａ）は第１面積
階調画素（網点）を含む領域における１網点（１ドット）付近の画素の濃度値を示す説明
図であり、図５（ｂ）は第１面積階調画素を含む領域における濃度変化を示す説明図であ
る。同様に、図６（ａ）は第２面積階調画素を含む領域における１ドット付近の画素の濃
度値を示す説明図であり、図６（ｂ）は第２面積階調画素を含む領域における濃度変化を
示す説明図である。なお、図５（ａ）および図６（ａ）では、ドットの濃度を６値で表し
ており、「０」は最低濃度（白：地肌）であり、「５」は最大濃度である。
【０１０２】
　網点印刷で用いられる網点（第１面積階調画素）は濃淡が明確であり、印刷物に適した
線数が用いられる。したがって、網点印刷原稿において網点の濃度が高く網点の間隔はほ
ぼ一定である（図５（ａ）、図５（ｂ）参照）。
【０１０３】
　一方、インクジェット方式の画像形成装置（プリンタ、複写機、複合機）で出力された
画像においては、中間調処理として誤差拡散やブルーノイズマスクが用いられることが多
く、ドットの間隔が一定ではない。さらに、淡インク等が使用されるのでドットの濃淡も
網点印刷原稿ほど明確ではない。また、一般に普及している電子写真方式の画像形成装置
で出力された画像においては、高解像度になると明確なドットが形成されにくくなり、こ
の場合も濃淡が不明確になる（図６（ａ）、図６（ｂ））を参照）。
【０１０４】
　すなわち、インクジェットプリンタや一般に普及している電子写真方式の画像形成装置
で出力された原稿（以下、インクジェット等出力原稿と称する）の場合、網点印刷原稿の
場合よりも最大濃度差および総和濃度繁雑度が小さくなる傾向がある。したがって、最大
濃度差および総和濃度繁雑度に対する閾値を小さい値（第２最大濃度差閾値ＴＨｄ２、第
２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２）に設定すれば、網点印刷原稿とインクジェット等出力原
稿の両方の面積階調画素（第１面積階調画素および第２面積階調画素）を抽出することが
可能である。一方、上記閾値を大きい値（第１最大濃度差閾値ＴＨｄ１（ＴＨｄ１＞ＴＨ
ｄ２）、第１総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ１（ＴＨｂ１＞ＴＨｂ２））に設定すれば、網点
印刷原稿の面積階調画素（網点：第１面積階調画素）のみを抽出することが可能である。
【０１０５】
　尚、厳密なことを言えば、インクジェット方式で普通紙に出力された図表を含むオフィ
ス文書や中低解像度のインクジェット方式の画像形成装置で出力された写真で、濃いドッ
トを用いて画像形成が行われ、画像の濃度が全体的に薄い場合（詳細は後述）、上記図表
や写真領域は網点と判断され、網点領域に対する処理を行っても画質劣化は生じない。従
って、上記第１面積階調画素とは、網点印刷で用いられている網点、および、インクジェ
ット方式や電子写真方式の画像形成装置で中間調を表現する面積階調画素のうち、上記網
点と同等の特性を有する画素であるということができる。本実施の形態において、上記網
点および上記特徴を有する画素を印刷網点と表現する。
【０１０６】
　上記の構成において、原稿種別自動判別部１３による原稿種別判別処理の動作を図７か
ら図１０に示すフローチャートに基づいて説明する。なお、以下では、複数の画素からな
り１個の注目画素を含むブロックがｎ×ｍ（例えば、１５×１５）画素からなるものとす
る。
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【０１０７】
　先ず、注目画素を含むｎ×ｍ画素のブロックについて、最小濃度値算出部２１では最小
濃度値を算出し（Ｓ１）、最大濃度値算出部２２では最大濃度値を算出する（Ｓ２）。次
に、最大濃度差算出部２３では、算出された最小濃度値および最大濃度値を用いて上記ブ
ロックにおける最大濃度差を算出する（Ｓ３）。一方、総和濃度繁雑度算出部２４では、
上記ブロックにおける、隣接する画素の濃度差の絶対値の総和、つまり総和濃度繁雑度を
算出する（Ｓ４）。これら最大濃度差の算出処理と総和濃度繁雑度の算出処理とは順次行
われるもの、または並行して行われるものいずれであってもよい。
【０１０８】
　次に、判定領域設定部２５では、最大濃度差算出部２３にて算出された最大濃度差と第
１最大濃度差閾値ＴＨｄ１および第２最大濃度差閾値ＴＨｄ２とを比較し、総和濃度繁雑
度算出部２４にて算出された総和濃度繁雑度と第１総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ１および第
２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２とを比較する（Ｓ５およびＳ６、Ｓ１５１およびＳ１５２
（図８参照））。
【０１０９】
　そして、判定領域設定部２５では、最大濃度差が第１最大濃度差閾値ＴＨｄ１よりも小
さく、かつ総和濃度繁雑度が第１総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ１よりも小さい場合に（Ｓ６
）、そのブロックに含まれる注目画素を下地・印画紙領域のものと判定する（Ｓ７）。一
方、Ｓ６において上記条件を満たさない場合に、上記注目画素を文字・網点領域のものと
判定する（Ｓ９）。
【０１１０】
　この判定において注目画素が下地・印画紙領域のものと判定された場合に、下地・印画
紙判定部２９では、その注目画素を含むブロックの上記最大濃度差と下地・印画紙判定閾
値とを比較する（Ｓ８）。この比較の結果、最大濃度差の方が小さければその注目画素を
下地領域のものと判定し（Ｓ１１）、最大濃度差の方が大きければその注目画素を印画紙
領域のものと判定する（Ｓ１２）。
【０１１１】
　一方、Ｓ９の判定において注目画素が文字・網点領域のものと判定された場合に、文字
・網点判定部２８では、その注目画素を含むブロックの上記最大濃度差に文字・網点判定
閾値を掛けた値と上記総和濃度繁雑度とを比較する（Ｓ１０）。この比較の結果、総和濃
度繁雑度の方が小さければその注目画素を文字領域のものと判定し（Ｓ１３）、総和濃度
繁雑度の方が大きければ、その注目画素を網点領域のものと判定する（Ｓ１４）。
【０１１２】
　次に、原稿種別自動判別部１３では、原稿画像の全ての画素について以上の判定が終了
しているか否かを判定し（Ｓ１６：図１０）、終了していなければＳ１に戻ってそれ以下
の処理を繰り返す。一方、終了していれば、Ｓ１７～Ｓ１９の処理を経た後、原稿判定部
３９において原稿種別の判定を行う（Ｓ２０）。
【０１１３】
　原稿種別自動判別部１３では、上記Ｓ５～Ｓ１４の処理と並行して、第２面積階調画素
抽出部３２による第２面積階調画素抽出処理（Ｓ１５）を行う。この処理の詳細を図８の
フローチャートに示す。
【０１１４】
　判定領域設定部２５では、最大濃度差算出部２３にて算出された最大濃度差と第２最大
濃度差閾値ＴＨｄ２とを比較し、総和濃度繁雑度算出部２４にて算出された総和濃度繁雑
度と第２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２とを比較する（Ｓ１５１およびＳ１５２）。
【０１１５】
　第２面積階調画素抽出部３２の画素抽出部４１では、最大濃度差が第２最大濃度差閾値
ＴＨｄ２以上であり、かつ総和濃度繁雑度が第２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２以上である
と判定されたブロックについて、最大濃度差に文字・網点判定閾値を掛けた値と総和濃度
繁雑度とを比較する（Ｓ１５３）。この比較の結果、総和濃度繁雑度の方が大きければ、
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そのブロックに含まれる注目画素を第２面積階調画素領域のものと判定する（Ｓ１５５）
。
【０１１６】
　一方、Ｓ１５２において、最大濃度差が第２最大濃度差閾値ＴＨｄ２よりも小さい、あ
るいは総和濃度繁雑度が第２総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂ２よりも小さいと判定されたブロ
ックの注目画素、およびＳ１５３において、総和濃度繁雑度が最大濃度差×文字・網点判
定閾値よりも小さいと判定されたブロックの注目画素については、補正部４２が補正処理
の候補画素とし、適宜補正処理を行う（Ｓ１５４）。この補正処理について、図９のフロ
ーチャートおよび図１１を用いて以下に説明する。
【０１１７】
　先ず、図１１に示すように、注目画素の左側に隣接する画素が第２面積階調画素と判定
されているか否かを判定する（Ｓ１６１）。なお、図１１においては、左側の画素から右
側の画素に処理が進行し、注目画素の左側の画素については既に処理が終了しているもの
とする。処理が右側の画素から左側の画素に進行する場合はその逆となる。また、処理は
上側のラインから下側のラインへ進行するものとする。
【０１１８】
　次に、注目画素に隣接する１つ前のラインの所定領域内に存在する第２面積階調画素と
判定された画素の数を計数し（Ｓ１６２）、その計数値と予め定めされる閾値ＴＨｓとを
比較する（Ｓ１６３）。この比較の結果、第２面積階調画素の数が閾値ＴＨｓ以上であれ
ば、注目画素についての判定結果を第２面積階調画素に変更する（Ｓ１６４）。一方、第
２面積階調画素の数が閾値ＴＨｂｓよりも少なければ、注目画素の判定結果の変更は行わ
ない（Ｓ１６５）。
【０１１９】
　上記１つ前のラインの所定領域は、注目画素に隣接する画素を含むように選択され、例
えば、１０画素程度の領域として設定される。この所定領域は注目画素とする画素を順次
シフトして行くのに応じて同方向にシフトする。なお、所定領域を１０画素程度の領域と
した場合、閾値ＴＨｓは例えば３に設定する。
【０１２０】
　上記のように、第２面積階調画素抽出部３２では、最大濃度差と第２最大濃度差閾値と
を比較し、さらに総和濃度繁雑度と第２総和濃度繁雑度閾値および最大濃度差×文字・網
点判定閾値とを比較し、面積階調画素としての特徴量を有する画素を第２面積階調画素と
して抽出している。さらに、面積階調画素としての特徴量を有していないと判定された画
素のうちから、所定領域の情報（注目画素に対する周辺画素の判定結果）に基づいて第２
面積階調画素と見なし得る画素を第２面積階調画素として加算している。
【０１２１】
　なお、第２面積階調画素抽出部３２でのＳ１５３の判定では、Ｓ１０での最大濃度差×
文字・網点判定閾値をそのまま用いているが、これに限定されず、異なる値を設定しても
よい。例えば、Ｓ１０で用いる値よりも小さい値に設定してもよい。具体的には、Ｓ１０
で用いる値を６とした場合、Ｓ１５３では４に設定してもよい。
【０１２２】
　次に、面積階調画素判定部３７での判定動作について図１０のフローチャートに基づい
て説明する。
【０１２３】
　面積階調画素判定部３７では、第１面積階調画素計数部３４による第１面積階調画素の
計数値をＣｓ１、画素計数部４３による第２面積階調画素の計数値をＣｓ２、面積階調画
素判定閾値設定部３８における面積階調画素判定閾値をＴＨｓとすると、
　Ｃｓ１／Ｃｓ２＞ＴＨｓ
を満たす場合に、その原稿画像に印刷網点が含まれていると判定し（Ｓ１７、Ｓ１８）、
　第１面積階調画素の計数値を網点の計数値とする。一方、上式を充たさない場合に、そ
の原稿画像に印刷網点が含まれていないと判定する（Ｓ１７、Ｓ１９）。この判定におい
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て、面積階調画素判定閾値ＴＨｓは例えば０．１５とする。面積階調画素判定閾値ＴＨｓ
は、種々の画像サンプルを基に、適切な値を設定すれば良い。
【０１２４】
　次に、原稿判定部３９における原稿種別判別動作について詳細に説明する。原稿判定部
３９での原稿種別の判別は、面積階調画素判定部３７において上記のように原稿画像に印
刷網点が含まれていると判定された場合（図１０のＳ１８）に、例えば、その原稿につい
てプレスキャンを行って得た画像データを用いて画素の判別を行い、判別された画素数を
計数し、予め用意されている下地領域、印画紙領域、網点領域および文字領域に対する閾
値と比較することにより原稿全体の種別の判定を行う。
【０１２５】
　具体的には、例えば、文字領域の比率と網点領域の比率とが、それぞれ閾値以上の場合
は、文字／網点印刷原稿（文字印刷写真原稿）であると判定する。また、文字、網点、印
画紙写真の順に検出精度が高くなっている場合において、文字領域の比率が全画素数の３
０％の場合には文字原稿、網点領域の比率が全画素数の２０％の場合には網点印刷原稿（
印刷写真原稿）、印画紙写真領域の比率が全画素数の１０％の場合には印画紙写真原稿で
あると判定する。
【０１２６】
　また、原稿判定部３９は、面積階調画素判定部３７において原稿画像に印刷網点が含ま
れていないと判定された場合（図１０のＳ１９に対応）に、第２面積階調画素の計数値と
予め定められる閾値ＴＨｓ２とを比較する。この比較の結果、第２面積階調画素の計数値
が閾値ＴＨｓ２以上の場合に、原稿画像を特定インクジェット等出力原稿のものと判定し
、第２面積階調画素の計数値が閾値ＴＨｓ２よりも小さい場合に、原稿画像を面積階調画
素領域が存在しないものと判定し、文字領域の比率、印画紙写真領域の比率に基づいて原
稿種別の判別を行う。また、上記閾値ＴＨｓ２は、例えば、原稿画像における第２面積階
調画素領域の比率を全画素数の２０％と規定したものである。
【０１２７】
　また、本実施の形態において、原稿判定部３９が判別する原稿種別は、文字原稿、文字
印刷写真原稿、印刷写真原稿、印画紙写真原稿、文字印画紙写真原稿、特定インクジェッ
ト等出力原稿としている。なお、原稿種別の判別は、プレスキャンを行うのではなく、ハ
ードディスク等の記憶手段に一旦格納された画像データを用いて行っても良い。
【０１２８】
　以上の説明では、面積階調画素判定部３７において、第１面積階調画素の計数結果と第
２面積階調画素の計数結果との比を用いて原稿画像に印刷網点が含まれるか否かの判定を
行っているが、上記比に代えて、両者を加算した結果や両者の差など、第１面積階調画素
と第２面積階調画素の計数結果に対して演算処理を行った結果を用いることが可能である
。
【０１２９】
　また、上記では、Ｓ１５４として補正処理を行っているが、この補正処理は必須のもの
ではない。補正処理を行わない場合には、上記のように算出された最大濃度差、総和濃度
繁雑度に対して、第２最大濃度差閾値、第２総和濃度繁雑度閾値および最大濃度差×文字
・網点判定閾値を用いて第２面積階調画素を判定する場合、第２面積階調画素を面積階調
画素としての特徴量を有している画素とし、上記網点判定処理で用いる面積階調画素判定
閾値設定部３８の面積階調画素判定閾値を例えば０．３０と高く設定すれば良い。
【０１３０】
　また、原稿種別自動判別部１３が特徴量として最大濃度差、総和濃度繁雑度を用いて処
理を行う方法について説明を行ったが、特徴量はこれらに限定されるのもではなく、ラン
レングスや反転回数であっても構わない。また、上記では、注目画素を下地領域・印画紙
（写真）領域と文字領域・網点領域に判別し、再度、文字領域と網点領域に判別する例に
ついて示したが、文字領域、網点領域、印画紙領域、下地領域に含まれるか否かをそれぞ
れ並列に判別処理する方法であっても構わない。また、印画紙領域と下地領域をまとめて
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その他領域としても良い。すなわち、少なくとも、網点領域に含まれるか否かを判定する
処理が含まれていれば良い。
【０１３１】
　次に、原稿種別の判別がなされた場合、原稿種別自動判別部１３の判別結果に基づく、
後段の各処理部での処理の例について説明する。
【０１３２】
　複数の領域が混在しないと判別された場合は上述した領域分離処理と同様である。一方
、複数の領域が混在すると判別された場合はそれぞれの領域処理の中間パラメータを使用
し、原稿種別判別処理で判別されなかった領域処理のパラメータは使用しないようにすれ
ばよい。
【０１３３】
　例えば、入力画像（原稿）が文字原稿であると判別された場合は、入力階調補正処理で
は、ハイライトを多めに除去したり、コントラストを大きくしたりするような補正曲線を
用いる。
【０１３４】
　また、色文字に対しては彩度を重視した色補正処理を行う一方、黒文字に対しては黒生
成下色除去処理において黒生成量が多めに設定される。また、文字に対しては、空間フィ
ルタ処理でエッジを強調し、平滑化処理を弱くするようにフィルタ係数を設定する等のパ
ラメータの切り替え等が行われる。
【０１３５】
　入力画像が文字印画紙写真原稿であると判別された場合は、各処理において、文字原稿
処理と印画紙写真原稿処理の中間パラメータを用いた処理が行われる。文字原稿又は印画
紙写真原稿のいずれを重視するかにより、入力階調補正処理では、印画紙写真原稿処理と
文字原稿処理との中間のパラメータを用いてハイライトの除去やコントラストの調整を行
い、また、彩度の強弱や階調性のバランスが極端にならないような色補正処理を行う。ま
た、黒生成下色除去処理では、印画紙写真画像に影響が出ない程度に黒生成量の調整を行
うようにすればよい。
【０１３６】
　本実施の形態において、インクジェット原稿を読み込んだ場合は以下のように判別され
る。
【０１３７】
　（１）普通紙などに出力されたオフィス文書（図表など）の場合
　表などが線と文字だけで構成される場合は「文字原稿」として認識され印刷物などの文
字原稿と同じ処理を行っても問題ない。
【０１３８】
　カラーの図などを含む場合は、図表部分が網点として認識されるため「文字印刷原稿」
として認識される。網点として認識される図表部分にはモアレ抑制のための平滑化処理が
行われるため粒状感抑制の効果があり問題ない。
【０１３９】
　普通紙出力のインクジェット原稿は、写真専用紙に出力されたものに比べて鮮やかでは
なく、くすんだ色で出力が行われる。そのため色補正処理も印刷用の色補正テーブルを用
いる方が適している。
【０１４０】
　（２）高解像度のインクジェット方式の画像形成装置で写真専用紙に出力された写真
　２８８０ｄｐｉ程度の高解像度のインクジェット方式の画像形成装置により出力された
写真を、解像度６００ｄｐｉ程度のスキャナ（スキャナ単体あるいは、カラー複写機のス
キャナでも良い）で読み取りを行ってもほとんどの画素を読み取ることができない。その
ため「印画紙写真原稿」として認識される。もともと画素を読み取ることができないので
粒状感は発生しないのに加え、印画紙写真と写真専用紙に出力されたインクジェット方式
による写真の色再現域は近いので、印画紙写真処理を行っても問題ない。
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【０１４１】
　（３）中低解像度のインクジェット方式の画像形成装置で出力された写真
　１２００ｄｐｉ程度の低中解像度のインクジェット方式の画像形成装置により出力され
た写真の場合、解像度６００ｄｐｉ程度で読み取りを行った場合、一部の画素を読み取る
ことができる。たとえば、低中解像度のインクジェット方式により出力された原稿中の濃
度が低い領域の場合、画素の密度が低い。すなわち、画素同士の距離が離れているので低
解像度の画像読取装置でも画素の有無を判定できることになる。逆に濃度が上がるにつれ
て徐々に画素の有無を判定できなくなり、印画紙領域との判別が困難になる。この場合に
は以下の３パターンに分類される。
【０１４２】
　　（ａ）濃いドットを用いて画像形成が行われ、画像の濃度が全体的に薄い（ドットの
間隔が広い）場合
　画像の濃度が全体的に薄い場合は、ドットがばらついており、面積階調画素数（第１お
よび第２面積階調画素数）の計数は画像全域を対象として行われるため、「印刷写真原稿
（もしくは文字印刷写真原稿）」と判定される。この場合、網点と判定された領域につい
てはモアレ抑制のための平滑化処理が行われる。また、全体的に薄いため印刷写真用の色
補正処理を行っても問題はない。
【０１４３】
　　（ｂ）画像の濃度が全体的に濃い場合
　画像の濃度が全体的に濃い場合は、ドットが密集しており、面積階調画素（第１および
第２面積階調画素）と判定される領域がほとんど存在しないため、「印画紙写真原稿」と
して判定される。画像全体において画素の読み取りができないために粒状感は発生せず、
問題はない。
【０１４４】
　　（ｃ）濃いドットを用いて画像形成が行われ、画像に薄い領域と濃い領域が混在して
いる場合、あるいは薄いドットを用いて画像形成が行われた場合
　この場合は、もともと網点（第１面積階調画素）が少ないのに加えて画像に濃い領域と
薄い領域とが混在するために、画像の内容によって印刷写真原稿と判定されたり印画紙写
真原稿と判定されたりする。このため判定結果が一定しない。例えば、
　　１．原稿を縦置きにした場合と横置きにした場合とで結果が異なる、
　　２．原稿を少し編集してインクジェット方式の画像形成装置で出力し、それをスキャ
　　　ナで読み込んで出力すると判定結果が大きく変動する、
　　３．第２面積階調画素については補正処理がなされるため判定結果の変動は抑えられ
　　　るが、第１面積階調画素については判定結果が大きく変動する、
といったことが生じる。
【０１４５】
　印刷写真原稿と判定された場合、薄い領域での粒状感は発生しないが、濃い領域（暗い
領域と鮮やかな領域）で階調の潰れが発生することがある。また、印画紙写真と判定され
た場合、濃い領域での階調のつぶれは発生しないが、薄い領域での粒状感が発生すること
がある。
【０１４６】
　上記現象は一般に普及している電子写真方式の画像形成装置で出力した画像に対しても
同様である。
【０１４７】
　上記のように（３）－（ｃ）の場合のみにおいて画質劣化が発生することがあるので、
この場合を特定インクジェット等出力原稿として判別することにより、インクジェット方
式で出力された全ての原稿や電子写真方式で出力された原稿を良好に再現することが可能
となる。
【０１４８】
　上記の特定インクジェット等出力原稿については各部において以下のように処理する。
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【０１４９】
　（領域分離処理部）
　領域分離処理を行わない。あるいは、画像に網点印刷領域と印画紙領域とが存在すると
判定されて処理が切り替わることによる画像劣化を防ぐため、画像全体に対して一様な処
理が行われるように判定する。例えば、画像の全領域をインクジェットプリント領域ある
いは電子写真プリント領域と判定する。
【０１５０】
　（色補正部）
　印画紙写真と同様、高濃度部で階調潰れが発生しないような変換を行う。この変換には
、例えば、印画紙写真用の色補正テーブルを用いてもよい。
【０１５１】
　（黒生成下色除去部）
　暗部での階調の潰れが発生しないように黒生成量・下色除去量を設定する。
【０１５２】
　（空間フィルタ処理部）
　低周波領域については強調処理を施し、高周波領域については平滑処理を施すフィルタ
を用いる。強調処理の強度は文字原稿よりも弱く、平滑処理の度合いは網点印刷写真原稿
よりも弱くなるように設定する。
【０１５３】
　（階調再現処理部）
　印画紙写真原稿と同じく階調性重視の階調再現処理を行う。例えば、ディザ処理ではデ
ィザマトリクスサイズを大きくし、誤差拡散処理では拡散マトリクスを大きくするなどで
ある。
【０１５４】
　以上の説明では、原稿種別を判別する方法について示したが、原稿種別の判別を行うの
ではなく、第２面積階調画素の計数値に対する第１面積階調画素の計数値が面積階調画素
判定閾値以下であり、且つ第２面積階調画素の計数値が閾値ＴＨｓ２以上であるという特
徴を有する画像であることを示す制御信号を出力し、後段の領域分離処理部１５、色補正
部１６、黒生成下色除去処理部１７、空間フィルタ処理部１８および階調再現処理部２０
の処理を制御するようにしても良い。
【０１５５】
　〔実施の形態２〕
　本発明の実施の他の形態について説明すれば、以下の通りである。なお、実施の形態１
に示した機能部と同一の機能を有する機能部には同一の符号を付記している。
【０１５６】
　図１３は、本発明の実施の他の形態における画像処理装置が備える原稿種別自動判別部
の構成を示すブロック図である。本実施の形態のデジタルカラー複写機は、前記原稿種別
自動判別部１３に代えて、図１３に示す原稿種別自動判別部（判別手段）１００を備えて
いる。この原稿種別自動判別部１００では、先ず、第１の特徴量を用いて面積階調画素（
面積階調画像領域を構成する画素）を検出し、検出した面積階調画素に対して、上記第１
の特徴量とは異なる第２の特徴量を用いて第１面積階調画素（網点）を抽出する。次に、
上記第１面積階調画素と第２面積階調画素との数（面積階調画素の数－第１面積階調画素
の数）を求め、これらの結果を用いて閾値と比較する処理を行うことにより特定のプリン
ト原稿を識別する。
【０１５７】
　本実施の形態の原稿種別自動判別部１００は、最小濃度値算出部２１、最大濃度値算出
部２２、最大濃度差算出部２３、総和濃度繁雑度算出部２４、判定領域設定部１０１、最
大濃度差閾値設定部１０２、総和濃度繁雑度閾値設定部１０３、文字・面積階調画素判定
部（面積階調画素検出部）１０４、文字・面積階調画素判定閾値設定部１０５、下地・印
画紙判定部２９、下地・印画紙判定閾値設定部３１、文字画素計数部３３、面積階調画素
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計数部１０６、網点画素抽出部１０７、面積階調画素判定部（種別決定部）１０８、面積
階調画素判定閾値設定部（種別決定部）１０９、下地画素計数部３５、印画紙画素計数部
３６、および原稿判定部（種別決定部）１１０を備えている。
【０１５８】
　最小濃度値算出部２１は、複数の画素からなり１個の注目画素を含むブロックの最小濃
度値を算出する。最大濃度値算出部２２は、上記ブロックの最大濃度値を算出する。最大
濃度差算出部２３は、最小濃度値算出部２１および最大濃度値算出部２２にて算出された
最小濃度値および最大濃度値を用いて上記ブロックの最大濃度差を算出する。総和濃度繁
雑度算出部２４は、上記ブロックの隣接する画素同士の濃度差の絶対値の総和を算出する
。
【０１５９】
　判定領域設定部１０１は、最大濃度差算出部２３にて算出された最大濃度差と最大濃度
差閾値設定部２６から与えられる最大濃度差閾値ＴＨｄとを比較し、また総和濃度繁雑度
算出部２４にて算出された総和濃度繁雑度と総和濃度繁雑度閾値設定部２７から与えられ
る総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂとを比較することにより、上記ブロックの注目画素が下地領
域・印画紙（写真）領域と文字領域・網点領域とのいずれに属するかを判定する。
【０１６０】
　最大濃度差閾値設定部１０２は、最大濃度差算出部２３にて算出された最大濃度差に基
づいて注目画素が下地領域・印画紙（写真）領域と文字領域・網点領域とのいずれに属す
るかを判定するための最大濃度差閾値ＴＨｄを設定する。
【０１６１】
　総和濃度繁雑度閾値設定部１０３は、総和濃度繁雑度算出部２４にて算出された総和濃
度繁雑度に基づいて注目画素が下地領域・印画紙領域と文字領域・網点領域とのいずれに
属するかを判定するための総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂを設定する。
【０１６２】
　文字・面積階調画素判定部１０４は、上記判定領域設定部１０１において文字・網点領
域に属すると判別された画素について、その画素が文字領域と面積階調画素領域とのいず
れに属するかを判定する。ここでは、前述のように、最大濃度差および総和濃度煩雑度を
特徴量（第１の特徴量）とし、この特徴量を所定の閾値と比較することにより、文字領域
か面積階調画素領域かを判別している。文字・面積階調画素判定閾値設定部１０５は、文
字・面積階調画素判定部１０４において上記判定を行うための文字・面積階調画素判定閾
値を設定する。
【０１６３】
　下地・印画紙判定部２９は、上記判定領域設定部２５において下地領域・印画紙領域に
属すると判別された画素について、その画素が下地領域と印画紙領域（印画紙写真領域、
連続階調領域）とのいずれに属するかを判定する。下地・印画紙判定閾値設定部３１は、
下地・印画紙判定部２９において前記判定を行うための下地・印画紙判定閾値を設定する
。
【０１６４】
　文字画素計数部３３は、文字・面積階調画素判定部１０４において文字領域に属すると
判定された画素数を計数する。面積階調画素計数部１０６は、文字・面積階調画素判定部
１０４において面積階調画素に属すると判定された画素数を計数する。
【０１６５】
　網点画素抽出部１０７は、面積階調画素計数部１０６の後段に設けられ、面積階調画素
に属すると判定された画素のうちから印刷網点に属する画素（第１面積階調画素）を抽出
する。この場合、網点画素抽出部１０７は、文字・面積階調画素判定部１０４にて用いる
特徴量とは異なる特徴量（第２の特徴量）を用いて印刷網点に属する画素を抽出する。
【０１６６】
　なお、印刷網点に属する画素とは、前述のように、網点印刷で用いられている網点に属
する画素、およびインクジェット方式や電子写真方式の画像形成装置で中間調を表現する
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面積階調画素のうち、網点領域に対する処理を行っても画質劣化が生じない画素である。
【０１６７】
　面積階調画素判定部１０８は、面積階調画素計数部１０６での面積階調画素の計数結果
と、網点画素抽出部１０７での印刷網点に属する画素（第１面積階調画素）の検出結果と
、面積階調画素判定閾値設定部１０９から与えられる面積階調画素判定閾値とを使用して
、注目画素が印刷網点（網点）であるか否かを判定する。
【０１６８】
　具体的には、注目画素を含むブロックにおいて、面積階調画素計数部１０６にて得られ
た面積階調画素数から、網点画素抽出部１０７にて得られた印刷網点に属する画素（第１
面積階調画素）の数を差し引いて第２面積階調画素の数を求める。次に、この第２面積階
調画素の数に対する第１面積階調画素の数の比と面積階調画素判定閾値設定部１０９から
与えられる面積階調画素判定閾値とを比較して、注目画素が印刷網点（網点）のものであ
るか否かを判定する。面積階調画素判定閾値設定部１０９は、面積階調画素判定部１０８
において使用される面積階調画素判定閾値を設定する。
【０１６９】
　下地画素計数部３５は、下地・印画紙判定部２９において下地領域に属すると判定され
た画素数を計数する。印画紙画素計数部３６は、下地・印画紙判定部２９において印画紙
写真領域に属すると判定された画素数を計数する。なお、これら計数値は原稿画像全体に
ついての合計値である。
【０１７０】
　原稿判定部１１０は、面積階調画素判定部１０８、文字画素計数部３３、下地画素計数
部３５および印画紙画素計数部３６からの各画素数の計数結果に基づいて（例えばこれら
各画素数と所定の閾値とを比較することにより）原稿種別を判定する。なお、ここでの処
理は周知の手法を採用可能である。
【０１７１】
　次に、原稿種別自動判別部１００による原稿種別判別処理の動作を図１４および図１５
に示すフローチャート、並びに図１６に基づいて説明する。なお、図１６は図１３に示し
た原稿種別自動判別部１００で用いられる、図３に示した各領域についての最大濃度差と
総和濃度繁雑度との関係を示すグラフである。また、以下では、複数の画素からなり１個
の注目画素を含むブロックがｎ×ｍ（例えば、１５×１５）画素からなるものとする。
【０１７２】
　先ず、注目画素を含むｎ×ｍ画素のブロックについて、最小濃度値算出部２１では最小
濃度値を算出し（Ｓ５１）、最大濃度値算出部２２では最大濃度値を算出する（Ｓ５２）
。次に、最大濃度差算出部２３では、算出された最小濃度値および最大濃度値を用いて上
記ブロックにおける最大濃度差を算出する（Ｓ５３）。一方、総和濃度繁雑度算出部２４
では、上記ブロックにおける、隣接する画素の濃度差の絶対値の総和、つまり総和濃度繁
雑度を算出する（Ｓ５４）。これら最大濃度差の算出処理と総和濃度繁雑度の算出処理と
は順次行われるもの、または並行して行われるものいずれであってもよい。
【０１７３】
　次に、判定領域設定部２５では、最大濃度差算出部２３にて算出された最大濃度差と最
大濃度差閾値ＴＨｄとを比較し、総和濃度繁雑度算出部２４にて算出された総和濃度繁雑
度と総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂとを比較する（Ｓ５５）。
【０１７４】
　そして、判定領域設定部２５では、最大濃度差が最大濃度差閾値ＴＨｄよりも小さく、
かつ総和濃度繁雑度が総和濃度繁雑度閾値ＴＨｂよりも小さい場合に、そのブロックに含
まれる注目画素を下地・印画紙領域のものと判定する（Ｓ５６）。一方、上記条件を満た
さない場合に、上記注目画素を文字・面積階調画素領域のものと判定する（Ｓ５８）。
【０１７５】
　次に、下地・印画紙判定部２９では、注目画素が下地・印画紙領域のものと判定された
場合に（Ｓ５５、Ｓ５６）、その注目画素を含むブロックの上記最大濃度差と下地・印画
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紙判定閾値とを比較する（Ｓ５８）。この比較の結果、最大濃度差の方が小さければその
注目画素を下地領域のものと判定し（Ｓ６０）、最大濃度差の方が大きければその注目画
素を印画紙領域のものと判定する（Ｓ６１）。
【０１７６】
　一方、文字・面積階調画素判定部１０４では、注目画素が文字・面積階調画素領域のも
のと判定された場合に（Ｓ５５、Ｓ５８）、その注目画素を含むブロックの上記最大濃度
差に文字・面積階調画素判定閾値を掛けた値と上記総和濃度繁雑度とを比較する（Ｓ５９
）。この比較の結果、総和濃度繁雑度の方が小さければその注目画素を文字領域のものと
判定し（Ｓ６２）、総和濃度繁雑度の方が大きければ、その注目画素を面積階調画素領域
のものと判定する（Ｓ６３）。
【０１７７】
　なお、Ｓ５９の判定において、最大濃度差に文字・面積階調画素判定閾値を掛けた値は
、図１６に示すように、第２面積階調画素領域も含んだ面積階調画素領域を検出すること
ができるように、図４に示した最大濃度に文字・網点判定閾値を掛けた値よりも小さい値
に設定されている。
【０１７８】
　次に、Ｓ５９、Ｓ６３を経て面積階調画素と判定された画素のうちから印刷網点に属す
る画素（第１面積階調画素）を抽出する（Ｓ６４）。ここでの第１面積階調画素の抽出は
、画像データから上記最大濃度および総和濃度繁雑度とは異なる特徴量（第２の特徴量）
を求め、その特徴量に基づいて行う。
【０１７９】
　その後、原稿種別自動判別部１００では、原稿画像の全ての画素について以上の処理が
終了しているか否かを判定し（Ｓ６５：図１５）、終了していなければＳ５１に戻ってそ
れ以下の処理を繰り返す。一方、終了していれば、Ｓ６６～Ｓ６９の処理を経た後、原稿
判定部３９において原稿種別の判定を行う（Ｓ６９）。
【０１８０】
　次に、面積階調画素判定部１０８での判定動作について図１５のフローチャートに基づ
いて説明する。
【０１８１】
　面積階調画素判定部１０８では、網点画素抽出部１０７から得られる第１面積階調画素
の計数値をＣｓ１、このＣｓ１を面積階調画素計数部１０６にて計数された面積階調画素
数から差し引いて得られる第２面積階調画素の計数値をＣｓ２、面積階調画素判定閾値設
定部１０９における面積階調画素判定閾値をＴＨｓとすると、
　Ｃｓ１／Ｃｓ２＞ＴＨｓ
を満たす場合に、その領域を印刷網点と判定し（Ｓ６６、Ｓ６７）、第１面積階調画素の
計数値を網点の計数値とする。一方、上式を充たさない場合に、その領域を印刷網点では
ないと判定する（Ｓ６６、Ｓ６８）。この判定において、面積階調画素判定閾値ＴＨｓは
例えば０．１５とする。面積階調画素判定閾値ＴＨｓは、種々の画像サンプルを基に、適
切な値を設定すれば良い。
【０１８２】
　本実施の形態の原稿種別自動判別部１００では、先ず面積階調画素計数部１０６におい
て第１の特徴量を用いて面積階調画素（面積階調画像領域を構成する画素）を検出する。
次に検出された面積階調画素から網点画素抽出部１０７において第１の特徴量とは異なる
第２の特徴量を用いて第１面積階調画素（網点）を抽出する構成である。以下にこのため
の構成例について説明する。なお、それら構成例は図１４のＳ６４の処理を行うものであ
る。
【０１８３】
　（１）網点画素抽出部の構成例１
　図１７は、この構成例１における網点画素抽出部１０７の動作を示すフローチャートで
ある。図１８（ａ）は、注目画素を中心として複数画素を有するブロックにおいて、主走
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クにおいて、副走査方向での画像濃度の反転回数を調べる処理の説明図である。また、図
１９は、画像濃度の反転の有無を判定するための閾値と各画素の濃度との関係の一例を示
す説明図である。図２０は、図１９に示した各画素間での濃度の「立ち上がり」および「
立ち下がり」の有無を示す説明図である。
【０１８４】
　この構成例１では、第１面積階調画素を抽出するための特徴量（第２の特徴量）として
画像濃度の反転回数を用いている。具体的には、網点画素抽出部１０７は、先ず、注目画
素を中心とする、例えば７×７画素のブロックにおいて、主走査方向および副走査方向に
ついて画像濃度の反転回数を求める（Ｓ２５１）。次に、これら両反転回数のうちの大き
い方の値（ＭａｘＮｄｔ）を選択する（Ｓ２５２）。次に、選択した反転回数値（Ｍａｘ
Ｎｄｔ）と閾値ＴＨｄｔ（例えば６に設定）とを比較する（Ｓ２５３）。比較の結果、反
転回数値（ＭａｘＮｄｔ）がＴＨｄｔ以上であれば、注目画素は第１面積階調画素である
と判定し（Ｓ２５４）、反転回数値（ＭａｘＮｄｔ）がＴＨｄｔ未満であれば、注目画素
は第２面積階調画素であると判定する（Ｓ２５５）。
【０１８５】
　このように、画像濃度の反転回数を第１面積階調画素を抽出するための特徴量とすれば
、第１面積階調画素を適切に抽出することができる。これは、第１面積階調画素（印刷網
点）では濃淡が明確であるのに対して、インクジェット方式の画像形成装置（プリンタ、
複写機もしくは複合機）で出力された第２面積階調画素では濃淡が不明確であることによ
る。すなわち、上記閾値ＴＨｄｔを第２面積階調画素の濃淡の変化範囲よりも大きい値に
設定しておけば、第１面積階調画素を適切に抽出することができる。
【０１８６】
　次に、画像濃度の反転回数の求め方について説明する。例えば主走査方向における画像
濃度の反転回数を調べる場合には、主走査方向に隣接する画素同士の濃度の差分値（右側
の画素値－左側の画素値）を求める。この差分値が所定の閾値（例えば３０）以上の場合
には、立ち上がり（差分値が正）または立ち下がり（差分値が負）であると判定する。そ
して、「立ち上がり」に対してその後に「立ち下がり」が検出された場合、および「立ち
下がり」に対してその後に「立ち上がり」が検出された場合に、画像濃度の反転有りとし
てカウントする。
【０１８７】
　具体例として、画像が図１９に示すような濃度分布を有する場合を挙げる。ここでは、
上記閾値ＴＨｄｔを左端の画素の濃度値と同じ値としている。同図の場合、各画素間での
「立ち上がり」「立ち下がり」は図２０のようになる。なお、図１９および図２０に示す
<１>～<８>は、隣接する画素間の濃度変化を調べるべき領域を示している。
【０１８８】
　図２０においては、<１>での立ち上がりに対してその後に<６>で立ち下がりが観測され
、この時点で反転回数として「１」がカウントされる。
（２）網点画素抽出部の構成例２
　図２１は、この構成例２における網点画素抽出部１０７の動作を示すフローチャートで
ある。この構成例２では、第１面積階調画素を抽出するための特徴量（第２の特徴量）と
して、注目画素を中心とした複数の画素からなるブロックにおける画素値（濃度値）の標
準偏差を用いている。具体的には、網点画素抽出部１０７は、注目画素を中心とする例え
ば５×５画素のブロックにおいて、ＲＧＢの各プレーン毎（色成分毎）に画素値の標準偏
差σを求める（Ｓ２６１）。標準偏差σは、下記（１）式によって求めることができる。
【０１８９】
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【数１】

【０１９０】
　次に、網点画素抽出部１０７は、上記ブロックにおいて、色成分毎の標準偏差σのうち
の何れかの色成分の標準偏差σが閾値ＴＨｓｄ（例えば１５）よりも大きいか否かを判定
する（Ｓ２６２）。この判定の結果、何れかの色成分の標準偏差σが閾値ＴＨｓｄよりも
大きい場合には上記注目画素は第１面積階調画素であると判定し、そうでない場合には上
記注目画素は第２面積階調画素であると判定する。
【０１９１】
　このように、色成分毎の標準偏差σを第１面積階調画素を抽出するための特徴量とすれ
ば、第１面積階調画素を適切に抽出することができる。これは、第１面積階調画素（印刷
網点）は濃淡が明確であるので、濃淡が不明確な第２面積階調画素よりも標準偏差が大き
くなることによる。
（３）網点画素抽出部の構成例３
　図２２は、この構成例３における網点画素抽出部１０７の動作を示すフローチャートで
ある。また、図２３は、網点画素抽出部１０７の図２２に示す第１面積階調画素の抽出動
作の説明図である。
【０１９２】
　この構成例３では、第１面積階調画素を抽出するための特徴量（第２の特徴量）として
、複数の画素からなる一つのブロック内における平均濃度差を用いている。具体的には、
例えば一つのブロック内に設定した複数の画素からなるブロック同士の平均濃度差を用い
ている。
【０１９３】
　この場合、網点画素抽出部１０７は、注目画素を中心とする例えば１５×７画素のブロ
ックにおいて、５×５画素のブロックを２つ抽出する。次に、網点画素抽出部１０７は、
２つのブロックのそれぞれにおいて、画素の色成分ごとに平均濃度を算出する。次に、網
点画素抽出部１０７は、算出した画素の色成分ごとの平均濃度値について、２つのブロッ
ク同士での平均濃度値の差分（ブロック間の平均濃度差）Ｐｓｕｂを求める（Ｓ２７１）
。
【０１９４】
　次に、網点画素抽出部１０７は、Ｓ２７１において求めた色成分ごとのブロック間の平
均濃度差のうちの最大値ＭａｘＰｓｕｂを求める（Ｓ２７２）。
【０１９５】
　次に、網点画素抽出部１０７は、最大値ＭａｘＰｓｕｂと所定の閾値ＴＨｓｕｂ（例え
ば５）とを比較し、最大値ＭａｘＰｓｕｂが閾値ＴＨｓｕｂよりも小さい場合に、注目画
素は第１面積階調画素であると判定する（Ｓ２７４）。また、そうでない場合に、注目画
素は第２面積階調画素であると判定する（Ｓ２７５）。
【０１９６】
　このように、複数の画素からなるブロック内の平均濃度差を第１面積階調画素を抽出す
るための特徴量とすれば、第１面積階調画素を適切に抽出することができる。これは、第
１面積階調画素（印刷網点）は濃度（画素値）が揃っているので、第２面積階調画素の場
合よりもブロックの平均濃度差が小さくなることによる。
【０１９７】
　以上の例では、第１の特徴量として最大濃度差および総和濃度繁雑度を用いて面積階調
領域を抽出し、第２の特徴量として（１）反転回数、（２）標準偏差もしくは（３）ブロ
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ックの平均濃度差を用いて第１面積階調画素の検出を行っている。しかしながら、これら
を適宜組み合わせて、面積階調画素および第１面積階調画素を検出するようにしても良い
。例えば、反転回数を用いて面積階調画素を抽出し、標準偏差を用いて第１面積階調画素
を抽出する方法等が挙げられる。
【０１９８】
　また、以上の実施形態に記載の構成では、最大濃度差および総和濃度繁雑度を用いて、
文字・網点・印画紙写真（連続階調）・下地領域の判別を行っている。しかしながら、上
記のように、（１）反転回数、（２）標準偏差もしくは（３）ブロックの平均濃度差を適
宜組み合わせて面積階調画素および第１面積階調画素を検出するようにした場合には、面
積階調画素の検出に上記最大濃度差および総和濃度繁雑度を使用しないことになる。した
がって、この場合には、文字・面積階調領域であると判定された画像データに対して（図
１４のＳ５８）、例えば、エッジ検出フィルタ（例えば、ゾーベルフィルタやラプラシア
ンフィルタ）を用いて演算結果を閾値処理し、文字エッジであるか否かの判定を行うとと
もに、反転回数を算出し、閾値処理を行うことによって面積階調画素であるか否かの判定
を行うようにすれば良い。この場合には、これらの判定結果を基に、例えば下記の表１を
参照して最終の判定を行うことができる。
【０１９９】
【表１】

【０２００】
　なお、表１において、「１」はエッジとしての特徴、反転回数としての特徴が検出され
ていることを表す。また、エッジ、反転回数両者の特徴が検出されている場合は、面積階
調画素と判定されるように設定している。さらに、「不明」と判定された画素については
、例えば何も処理を施さないという対応を行ってもよい。
【０２０１】
　あるいは、実施の形態１の場合と同様に、実施の形態２に記載の（１）反転回数、（２
）標準偏差、（３）ブロックの平均濃度差においても２通りの判定基準を設定して、第１
面積階調画素と第２面積階調画素を検出するようにしても良い。
【０２０２】
　〔適用例〕
　図１２には、本発明の構成を適用した画像読取装置（フラットベッドスキャナ）のブロ
ック図を示す。
【０２０３】
　図１２に示すように、画像読取装置はカラー画像入力装置１とカラー画像処理装置５１
とを備えている。カラー画像処理装置５１は、Ａ／Ｄ変換部１１、シェーディング補正部
１２および原稿種別自動判別部１３を備えている。
【０２０４】
　カラー画像入力装置１は、例えばＣＣＤ（Charge Coupled Device ）を備えたスキャナ
部より構成され、原稿からの反射光像を、ＲＧＢ（Ｒ：赤・Ｇ：緑・Ｂ：青）のアナログ
信号としてＣＣＤにて読み取って、カラー画像処理装置２に入力するものである。
【０２０５】
　カラー画像入力装置１にて読み取られたアナログ信号は、カラー画像処理装置２内を、
Ａ／Ｄ変換部１１、シェーディング補正部１２、原稿種別自動判別部１３の順に送られ、
ＲＧＢのデジタルカラー信号として、パーソナルコンピュータなどへ出力される。
【０２０６】



(28) JP 4170353 B2 2008.10.22

10

20

30

40

50

　Ａ／Ｄ変換部１１、シェーディング補正部１２および原稿種別自動判別部１３の機能に
ついては前述の通りである。
【０２０７】
　上述の各処理が施された画像データは、コンピュータやプリンタに入力される。尚、以
上の処理は図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）により制御される。
【０２０８】
　本発明はコンピュータに実行させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り
可能な記録媒体に、上記した原稿種別の判別を行う画像処理方法を記録するものとするこ
ともできる。これにより、原稿種別の判別を行う画像処理方法を行うプログラムを記録し
た記録媒体を持ち運び自在に提供することができる。
【０２０９】
　なお、本実施の形態では、この記録媒体としては、マイクロコンピュータで処理が行わ
れるために図示していないメモリ、例えばＲＯＭのようなものそのものがプログラムメデ
ィアであっても良いし、また、図示していないが外部記憶装置としてプログラム読み取り
装置が設けられ、そこに記録媒体を挿入することで読み取り可能なプログラムメディアで
あっても良い。
【０２１０】
　いずれの場合においても、格納されているプログラムはマイクロプロセッサがアクセス
して実行させる構成であっても良いし、あるいは、いずれの場合もプログラムを読み出し
、読み出されたプログラムは、マイクロコンピュータの図示されていないプログラム記憶
エリアにダウンロードされて、そのプログラムが実行される方式であってもよい。このダ
ウンロード用のプログラムは予め本体装置に格納されているものとする。
【０２１１】
　ここで、上記プログラムメディアは、本体と分離可能に構成される記録媒体であり、磁
気テープやカセットテープ等のテープ系、フレキシブルディスクやハードディスク等の磁
気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ／ＤＶＤ等の光ディスクのディスク系、ＩＣカー
ド（メモリカードを含む）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ
（Erasable Programmable Read Only Memory）、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable 
Programmable Read Only Memory）、フラッシュＲＯＭ等による半導体メモリを含めた固
定的にプログラムを担持する媒体であっても良い。
【０２１２】
　また、本実施の形態においては、インターネットを含む通信ネットワークを接続可能な
システム構成であることから、通信ネットワークからプログラムをダウンロードするよう
に流動的にプログラムを担持する媒体であっても良い。なお、このように通信ネットワー
クからプログラムをダウンロードする場合には、そのダウンロード用のプログラムは予め
本体装置に格納しておくか、あるいは別な記録媒体からインストールされるものであって
も良い。
【０２１３】
　上記記録媒体は、デジタルカラー画像形成装置やコンピュータシステムに備えられるプ
ログラム読み取り装置により読み取られることで上述した画像処理方法が実行される。
【０２１４】
　コンピュータシステムは、フラットベッドスキャナ・フィルムスキャナ・デジタルカメ
ラなどの画像入力装置、所定のプログラムがロードされることにより上記画像処理方法な
ど様々な処理が行われるコンピュータ、コンピュータの処理結果を表示するＣＲＴディス
プレイ・液晶ディスプレイなどの画像表示装置およびコンピュータの処理結果を紙などに
出力するプリンタより構成される。さらには、ネットワークを介してサーバーなどに接続
するための通信手段としてのネットワークカードやモデムなどが備えられる。
【０２１５】
　以上のように、本実施の形態の画像処理装置では、原稿種別自動判別において、すべて
のインクジェット等出力原稿（インクジェット方式や電子写真方式を用いて出力された画
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像）を判別するのではなく、従来の原稿モードで良好に再現することができないインクジ
ェット等出力原稿（特定インクジェット等出力原稿）だけを限定的に判別することにより
、認識精度を向上できるとともに画質を向上できるようになっている。また、判別方法と
しては、面積階調画素（面積階調画像領域を構成する画素）を判定するにあたり、２通り
の閾値を採用し、網点印刷原稿のみに用いられている第１面積階調画素（網点）と網点印
刷原稿とインクジェット等出力原稿に含まれる第２面積階調画素の数を計数し、これらの
結果に対して閾値処理を行うことにより特定のプリント原稿を識別している。
【０２１６】
　そして、本画像処理装置では、特定インクジェット等出力原稿と判定された原稿に対し
て領域分離を行うことなく、画像全体に対して同一の処理を行うことにより、画質の劣化
を防止できるようになっている。すなわち、従来では、原稿画像に対して領域分離を行い
、例えば、網点領域と判別した領域にはモアレを抑制するために画像をぼかすような処理
を行い、また印画紙領域と判別した領域には画像の輪郭を鮮明にするような処理を行って
いた。したがって、特定インクジェット等出力原稿の画像に対しても従来のように領域分
離を行い、領域ごとに異なる処理を行った場合には、それら領域間の画像において本来境
目がない部分に境目が生じてしまい、画質が劣化する。本画像処理装置では、このような
問題を解消できる。
【０２１７】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０２１８】
　本発明は、原稿種別を判別する必要のある機器、例えばカラーコピー機、フラットベッ
ドスキャナ、フィルムスキャナ、デジタルカメラ等にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０２１９】
【図１】本発明の実施の一形態における画像処理装置が備える原稿種別自動判別部の構成
を示すブロック図である。
【図２】図１に示した原稿種別自動判別部を備えるデジタルカラー複写機の概略構成を示
すブロック図である。
【図３】図３（ａ）は下地領域の最大濃度差と濃度を有する領域の分布とを示す説明図、
図３（ｂ）は印画紙領域における同説明図、図３（ｃ）は網点領域における同説明図、図
３（ｄ）は文字領域における同説明図である。
【図４】図３に示した各領域についての最大濃度差と総和濃度繁雑度との関係を示すグラ
フである。
【図５】図５（ａ）は第１面積階調画素（網点）を含む領域における１網点（１ドット）
付近の画素の濃度値を示す説明図、図５（ｂ）は第１面積階調画素を含む領域における濃
度変化を示す説明図である。
【図６】図６（ａ）は第２面積階調画素を含む領域における１ドット付近の画素の濃度値
を示す説明図、図６（ｂ）は第２面積階調画素を含む領域における濃度変化を示す説明図
である。
【図７】図１に示した原稿種別自動判別部における原稿種別判別処理の流れを示すフロー
チャートである。
【図８】図７のＳ１５に示した第２面積階調画素抽出部による第２面積階調画素抽出処理
の流れを示すフローチャートである。
【図９】図８のＳ１５４に示した補正部による補正処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図１０】図７のフローチャートに続く、原稿種別自動判別部における原稿種別判別処理
の流れを示すフローチャートである。
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【図１１】図１に示した補正部における補正処理の説明図である。
【図１２】図１に示した原稿種別自動判別部を備える画像読取装置の一例を示すブロック
図である。
【図１３】本発明の実施の他の形態における画像処理装置が備える原稿種別自動判別部の
構成を示すブロック図である。
【図１４】図１３に示した原稿種別自動判別部による原稿種別判別処理の流れを示すフロ
ーチャートである。
【図１５】図１４のフローチャートに続く、原稿種別自動判別部における原稿種別判別処
理の流れを示すフローチャートである。
【図１６】図１３に示した原稿種別自動判別部で用いられる、図３に示した各領域につい
ての最大濃度差と総和濃度繁雑度との関係を示すグラフである。
【図１７】図１３に示した網点画素抽出部において、第１面積階調画素を抽出するための
特徴量として画像濃度の反転回数を用いた場合の動作を示すフローチャートである。
【図１８】図１８（ａ）は、図１７に示した処理において、注目画素を中心として複数画
素を有するブロックに対し、主走査方向での画像濃度の反転回数を調べる処理の説明図、
図１８（ｂ）は、同ブロックに対し、副走査方向での画像濃度の反転回数を調べる処理の
説明図である。
【図１９】図１７に示した処理において、画像濃度の反転の有無を判定するための閾値と
各画素の濃度との関係の一例を示す説明図である。
【図２０】図１９に示した各画素間での濃度の「立ち上がり」および「立ち下がり」の有
無を示す説明図である。
【図２１】図１３に示した網点画素抽出部において、第１面積階調画素を抽出するための
特徴量として画素値の標準偏差を用いた場合の動作を示すフローチャートである。
【図２２】図１３に示した網点画素抽出部において、第１面積階調画素を抽出するための
特徴量としてブロックの平均濃度差を用いた場合お動作を示すフローチャートである。
【図２３】図１３に示した網点画素抽出部における図２２に示す第１面積階調画素の抽出
動作の説明図である。
【符号の説明】
【０２２０】
　２　　カラー画像処理装置
１３　　原稿種別自動判別部（判別手段）
１４　　入力階調補正部
２１　　最小濃度値算出部（特徴量抽出部）
２２　　最大濃度値算出部（特徴量抽出部）
２３　　最大濃度差算出部（特徴量抽出部）
２４　　総和濃度繁雑度算出部（特徴量抽出部）
２５　　判定領域設定部（第１面積階調画素検出部、第２面積階調画素検出部）
26,102　最大濃度差閾値設定部（判定基準設定部）
27,103　総和濃度繁雑度閾値設定部（判定基準設定部）
２８　　文字・網点判定部（第１面積階調画素検出部）
２９　　下地・印画紙判定部
３０　　文字・網点判定閾値設定部（判定基準設定部）
３１　　下地・印画紙判定閾値設定部
３２　　第２面積階調画素抽出部
３３　　文字画素計数部
３４　　第１面積階調画素計数部
３５　　下地画素計数部
３６　　印画紙画素計数部
３７　　面積階調画素判定部（種別決定部）
３８　　面積階調画素判定閾値設定部（種別決定部）
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３９　　原稿判定部（種別決定部）
４１　　画素抽出部（第２面積階調画素検出部）
４２　　補正部
４３　　画素計数部
１００　原稿種別自動判別部（判別手段）
１０４　文字・面積階調画素判定部（面積階調画素検出部）
１０５　文字・面積階調画素判定閾値設定部
１０６　面積階調画素計数部
１０７　網点画素抽出部（第１面積階調画素検出部）
１０８　面積階調画素判定部（種別決定部）
１０９　面積階調画素判定閾値設定部（種別決定部）
１１０　原稿判定部（種別決定部）

【図１】 【図２】
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